よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょう。 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあ0ます。 
また、まの仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S RS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換。 

異なった種類や指定し U がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

♦フロントガラス、および運転席.助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を払い、ま全運転をむびけて<ださ 
し、。 

ミ酉気帯び運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、旧気をもよおす薬を飲 
んだとをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。八ンズフ1」一し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを柔せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするための注意事項や 
チャイルドシートの取りつけかたなどをまとめた「チャイルドシートの取り付 
け」 UP . 105) をお読みください。 


[保話および点検について 


な証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務付けられています。） 


1已 











本書の中の表示について 


[警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするためおずお読みください。 


ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し U 外で巧つておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください’’"このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ずち印 

〇スイッチなどの操作（押す、まわすなど）を示 
しています。 

〇操作後の作動（フタび開くなど）を示していま 
す。 
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-1. キー①取扱い 


お客様へじ TF のキーをお渡ししまず。 


スマートドア□ック装着車かつ両側パワースライドドア装着車 

n 電モキー （2 ボタン） 

Q ワイヤレスキー （4 ボタン） 
且マスターキー 
n サブキー（エンジンイモビラ 
イヴー装着車） 

且キーナンバープレート 


スマートドア□ック装着車かつ助手席側パワースライドドア装着車 

電モキー （3 ボタン） 
マスターキー 

サブキー（エンジンイモビラ 
イヴ ー 装着車） 

キーナンバープレート 



□ 



スマートドア□ック巧装着車かつ両側パワースライドドア装着車 



n パワースライドドアリモコン 
曰ワイヤレスキー （2 ボタン） 
且マスターキー 
Q サブキー（エンジンイモビラ 
イヴー装着車） 

且キーナンバープレート 

































































スマートドア □ ック非装着車かつ助手席側パワースライドドア装着 
車 

n ワイヤレスキー （3 ボタン） 
曰サブキー（エンジンイモビラ 
イヴ ー 装着車） 

0キーナンバープレート 


スマートドア□ック巧装着車かつパワースライドドア非装着車 




n ワイヤレス キー （1 ボタン） 
曰 マスターキー 
且サブ キー （エンジンイモビラ 
イヴ ー 装着車） 

Q キーナンバープレート 


曰知識 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財巧の中など）にな曽<ださい。万ーキーを紛失し 
た場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。（一 P . 
299) 

■腑空機に柔るときは 

航空機に電子キー-ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内で電子キー•ワ 
イヤレスキーのスイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する 
場合でも、簡単にスイッチび押されないよラに保管してください。スイッチび 
押されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 




































-1 .キーの取扱い 


A ミち意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないでください。 

♦キーを 磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないで < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ス7—トドア□ック * 


電子キーを携帯ずるだけで政下の操作び巧えまず。（必ず運転者び携 
帯してください。） 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解綻-施錠（運區席ドアバンドルのみ) 



八ンドルを握って解錠ずる 

ノ V ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3秒間は解錠でをません。 



□ックスイツチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


アンテナの位置と作動範囲 


アンテナの位置 


n 車外アンテナ 



作動範囲（電子キーの検知エリア） 



ドアの施綻-解綻時 

各ドア八ンドルから周囲約70 
cm LU 内で電子キーを携帯して 
いる場合に作動します。 



吕3 














































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■作動の合図 

非常点滅なの点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■節電機能 

電モキーの電池と車両のバッテ U —な護のため、し U 下の状況ではスマートドア 
ロック機能を停止します。 

• 2 週間し i (上スマートドアロック機能を使用しなかった 
♦車両のが約70 cm しツ内に電子キーを10分しツ上放置した 
し U 下のいずれかを行ラと、スマートドア□ック機能び復帰します。 

• ドア八ンドル上の□ックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で施錠•解錠する（一 P . 28) 

♦エンジンを始動する（一 P . 1 25) 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜3年です。（電子キーを使用しな<てち電池は消耗 
します。）スマートドア□ック機能やワイヤレス機能び作動しなかったり、作 
動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可能性びあります。 
電池び謂ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 246) 

♦電池の著しい消耗を防ぐため、し U 下のよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
しツ内に電子キーを置かないでください。 

- TV 

-パソコン 

. 充電中の携帯電話やコードレス電話機 
-電気スタンド 


■制限事項につしに 


エンジンスイッチにキーび挿し込まれているとを、またはいずれかのドア（バッ 
クドアを含む）び開いているとをは、□ックスイッチを押しても施錠されませ 
ん。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ご留意いたださたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検知エ U ア内）にあってち、し U 下のよラな場合は正 
しく作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検巧されて車がからのド 
アロックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に閉じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し U 外でち施錠- 
解錠でをます。 

♦洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の水びかかると、ドアび解錠すること 
びあります。（ドアの開閉操作びなければ約30砂後に自動的に施錠されま 
す。） 

♦手袋をはめていると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行ラ 
と、スマートドアロック機能による解錠びできなくなることびあります。（ワ 
イヤレス機能を使って解綻すると復帰します。） 

♦キーの操作により施錠すると、スマートドアロック機能での解錠操作をする 
ことびでをません。その場合は、ワイヤレス機能またはキーの操作により解 
錠してください。 

♦作動範囲（一 P . 23) への急な接近や、急なドア八ンドル操作をしたときは、 
ドアび解錠されないことびあります。その場合は、一度ドア八ンドルをちと 
の位置にちどして、再度、解錠操作をしてください。 

■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電子キーを車両から2 ml ； (上離しておいてください。 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは盜難防止のため、施錠 

されます。 



吕已 



1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池が切れたときは 

一 P . 24已 

■販売店で設定可能な機能 

スマートドアロック機能を非作動にするなどの変更びでをます。（カスタマイズ 
-覧一 P ' 317) 


A 警告 

■電波び およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、車外アンテナ（一 P . 23) から約22 cm しツ内に近付かないようにし 
て < ださい。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細 
動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し:!がの医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートドア□ック機能を非作動にすることもできます。詳しくはトヨタ販売店 

にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ま意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況 

スマートドアロック機能は微弱な電波を使用しています。なのよラな場合は電 
モキーと車両間の通信をさまたげ、スマートドア□ック機能やワイヤレス U モ 
コンび正常に作動しない場合びあります。 

♦電子 キーの電池び消耗しているとを 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 
♦無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦電子 キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
♦複数の 電子キーび近くにあるとを 

♦電子 キーを、し U 下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとを 

-ほかの車の電テキー 
-電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコン 

♦U ヤガラスに金属を含むフイルムが貼ってあるとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを砲錠-解綻でさまず。 


電子キ ー* 



ワイヤレスキー (4 ボタン) 


n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 

B 目力手席側ノ（ワースライドドア 
開閉* (約1秒長押し） 



n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 

且助手席側ノ（ワースライドドア 
開閉（約1秒長巧し） 

□ 運転席側ノ（ワースライドドア 
開閉（約1秒長巧し） 




n- 


a I) UN I ffpwRii 
~ JkowlltP'^ 


1 

で 


BT012CA008 


n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 

□ 目力手席側ノ（ワースライドドア 
開閉（約1秒長巧し） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ワイヤ レスキー (吕ボタン） 


n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


ワイヤレ スキー (1 ボタン） 


n 全ドア施錠-解綻 


パワースライドドアリモコン= 


□ 目力手席側ノ（ワースライドドア 
開閉（約1秒長巧し） 

曰運転席側ノ（ワースライドドア 
開閉（約1秒長巧し） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



己 TO12CA011 



Q - Jj … L 。 う 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■作動の合図 

ドア：非常点滅灯の点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

パワースライドドア:ブヴーで巧らせます。(作動開始時に1回、開作動中は継続） 

■制限事項について 

エンジンスイッチにキーび挿し込まれているとをは、ワイヤレス U モコンび作 
動しません。 

■電池の消耗について 

一 P ' 24 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錯操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に陆錠されます。 

■電池び切れたとさは 

一 P . 24己 

■機能び正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 27 

■パワースライドドアの反転作動について 

作動中に再度ワイヤレス U モコンのスイッチを押すと、反転作動に切りかわり 
ます。ただし、自動開閉作動び開始して約1秒間は、再度ワイヤレスリモコン 
のスイッチを押しても反転作動に切りかわりません。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ま意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況 
スマートドア□ック装着車 

一 P ' 27 

スマートドア□ック巧装着車 

し U 下のよラなの場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 

♦複数の ワイヤレスキーび近くにあるとを 

♦ワイヤレス キーび金属製の物に接した D 、 覆われているとを 

♦近くで 電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 

♦ワイヤレス キーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

フロントドア 


スマートドア□ツク機能やワイヤレス機能、キー、ドア□ツクスイツ 
チを使って施綻-解綻できまず。 

■スマートドア□ツク機能 
(スマートドア□ツク装着車） 

一 P' 22 

■ワイヤレス機能 

一 P' 28 

■キー 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 




3吕 
















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


n 施錠 
0解綻 

運転席ドアは、□ックレバーび施 
錠側になっていてち、車内のドア 
レバーを引くと開けられます。 


I キーを使わずに外側か5フ□ント席を砲綻ずるときは 

旧腫|1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる。 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める。 

キーびエンジンスイッチに挿し込まれているとさは施錠されませ 
ん。 


■□ックレ八一 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はし U 下のことをおずお守0 ください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

参 シートベルトを必ず使用する 
♦全ての ドアを施錠する 
♦全ての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。特に、運転席は□ックレバーび施錠側になつ 
ていてもドアび開くため、ミ主意してください。 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などのあいだび狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動さにち対応でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

スライドドア 


ドア八ンドルやパワースライドドアスイッチ、ワイヤレス機能を使つ 
て開閉ずることがでさまず。 


スライドドア八ンドル 



n 開< 

曰閉じる 

□ックび解除するまで確実にドア 
八ンドルを引さます。 



n 施綻 
曰解綻 
且開< 

Q 閉じる 


パワースライドドアスイッチ（パワースライドドア装着車） 

n 目力手席側スイッチ 
(約1秒長巧し） 

曰運転席側スイッチ 
(約]秒長巧し） 

開閉作動中に再度スイッチを巧す 
と、反転作動します。 

ただし、作動開始か6約1秒間は 
反転作動に切りかわりません。 




3已 




































































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ ワイヤレス機能（パワースライドドア装着車) 

一 P' 28 


■パワースライドドアを使用ずるときは 

パワースライドドアメインスイッチを ON にずる 

DON 
旦 OFF 


I チャイルドプ□テクター 


施錠側にずると、スライドドアび 
車内から開かな<な0まず 

n 解綻 
且施綻 

おモさまび内側か6スライドドアを 
開けないようにでさます。両側のスラ 
イドドアを施錠側にしてください。 




3已 






















































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■中間ストッパー 

給ミ由□び開いていると、助手席側のスライドドアは途中までしか開をません。 
(中間ストッパーの位置で停止します。） 

■スライドドアイージーク□-ザー 

スライド ドアび半 ドア状態になったとを、 イージーク□ーヴーび働を、スライ 
ドドアび自動で完全に閉まります。 

♦エンジンスイッチびどの状態であっても、イージーク□-ヴーは作動しま 
す。 

♦車内や車がのドア八ンドルを引いたままドアを閉めたとさは、イージーク 
ローヴーび作動しないことびあります。 

♦イージークローヴーび 作動中でち、車内のドア レバー や車がのドア八ンドル 
を引いてドアを開けることびでをます。（ロックレバーやチャイルドプ□テ 
クターび施錠側のとをを除く。） 

■パワースライドドアの作動可能を件（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアメインスイッチび ON で、しツ下の作動を件をすべて満たし 
ているとさに、自動で開閉でをます。 

♦パワースライドドアび解錠されている（開作動を除く） 

♦給ミ由□び開じている（助手席側ノ f ワースライドドアのみ） 

♦エンジンスイッチび" ON " のときは上記に加え、車速び 3km/h 未満かつ 
なのいずれかのを件を満たしていることびお要です。ただし、ワイヤレス U 
モコンによる開閉はでをません。 

-シフトレバーび P のとを 
-パーキングブレーキびかかっているとを 
. ブレーキペダルを踏んでいるとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■パワースライドドアの作動について（パワースライドドア装着車） 

♦パワースライドドアメインスイッチび ON のとを、八ンドルを操作してブ 
ヴーび鳴る位置まで操作すると自動で作動します。 

閉作動中は、ブヴーび断続的に鳴ります。 

♦パワースライドドアメインスイッチび OFF のとをはワースライドドアは 
作動しませんび、手動で開閉でをます。 

♦パワースライドドアの自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知する 
と、ブヴーび鳴り、その位置から自動的にドアは反巧ち向に動をます。ただ 
し、自動で開けているとをに全開位置から約已 cm 手前の範囲で異常を感知 
すると、その位置で作動を停止します。 

♦連続して2回！;(上同ち向への異常を感知すると、ブヴーび鳴り、手動操作に 
切りかわります。このとを約8砂間スライドドアにブレーキをかけ、ドアの 
速度を抑制します。 

もラー度ドアを自動で作動させるとさは、メインスイッチを OFF にしたあ 
と、ドアをいったん手動で全開または全開にしてから行ってください。 

♦給ミ由□び開いているとをに、自動で助手席側パワースライドドアを開けよラ 
とすると手動作動に切りかわります。 


♦助手席側パワースライドドア開閉中に給油□を開けると、手動操作に切りか 
わります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■バッテリーを再接続したときは 

パワースライドドアを適切に作動させるために、下記の初期設定を行ってくだ 
さい。 

♦スライドドアのドア八ンドルを操作して、手動で一度全開にします。 

■挟み&み防止機構（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアの前端部には、セン 
ヴー (n) びついています。ドアを自動で 
閉めているとをに、挟み込みなどによりセ 
ンヴーび押されると挟み込み防止機構び作 
動し、その位置からドアは自動的に反対ち 
向に動を、全開位置で停止します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中はなのことをお守りください。 

お守りいただかないと思いちよらずドアび開を、外に巧げ出されるなどして、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦全ての ドアを確実に閉める 
♦全ての ドアを施錠する 

♦お 子さまを乗せるとさは、チャイルドプロテクターを使用してドアび開かない 
よラにする 

♦シー トベルトを必ず着巧する 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを操作しない 

■お 子さまを柔せているとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦お 子さまをま内に残さないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にスライドドアび動いたり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりする 
おそれびあ0ます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■スライド ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦スライ ドドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

• ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するとをは、窓から手■腕•顔 
などを出さないで < ださい。 

♦人び いるとをは、安全を確認し、動かすことを巧らせる「声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦半開 状態ではスライドドアび停止しないため、必ず全開にしてください。傾斜 
した場所ではドアび突然動を出すおそれびあります。 

♦傾斜した 場所ではスライドドアの開閉ス 
ピードび連<なります。ドアにあたった 
り挟んだりしないよラ、ま意してくださ 
い。 

♦下り坂で 乗り降りするとをは、スライド 
ドアを全開にしておいてください。また、 
途中でドア八ンドルを操作しないでくだ 
さい。ドアび突然動さ出すおそれびあり 
ます。 

♦スライド ドアを閉めるとさは、指などを 
挟まないよ5十分ま意してください。 
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- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■スライド ドアイージーク□-ザーについて（イージーク□-ザー装着車） 

♦スライド ドアび半ドア状態になったと 
を、イージーク□ーヴーび働を自動で完 
全に閉まります。また、作動し始めるま 
でに数秒かかります。指などを挟まない 
よラにま意してください。骨折など重大 
な傷害を受けるおそれびあります。 


♦イー ジークローヴーは、パワースライドドアメインスイッチび OFF であって 
ち作動するため、指などの挟みこみには十分を意してください。 

♦ □ックレバーやチャイルドプ□テクターび施錠側のとを、イージーク□-ヴ ー 
作動中に車内のドア八ンドルを弓 I いても作動は停止しません。指などを挟まれ 
ないよラにミ主意してください。 

■パ ワースライドドアについて（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアの操作時は、なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 

それびあります。 

• ドア八ンドルを使ってパワースライドドアを開閉するとをは、操作後すぐにド 
ア八ンドルから手を離してください。ドア八ンドルを握ったままスライドドア 
び作動すると、手' 指' 腕などに無理な力びかかるおそれびあるので十分ミ主意 
してください。 

♦周囲の ま全を確かめ、障害物びないか、身のまわりの品び挟み込まれるを険び 
ないか確認してください。 

♦人び いるとをは、作動させる前にま全を確認し、動かすことを巧らせる「声か 
け」をして<ださい。 

♦自動 開閉中にパワースライドドアメインスイッチを OFF にすると、作動び停 
止し手動操作に切りかわります。この場合、傾斜した場所では、スライドドア 
び急に開いたり開じたりするおそれびあるので、十分ま意してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦自動 開閉中に作動可能を件を満たさな < なったとさは、ブヴーび鳴り、作動び 
停止し、手動操作に切りかわる場合びあります。 

この場合、傾斜した場所では、スライドドアび急に開いたり閉じたりするおそ 
れびあるので、十分ミ主意して<ださい。 

♦傾斜した 場所では、開いたあとにドアび閉まる場合びあります。必ずドアび全 
開で静止していることを確認してください。 

♦なのよ ラな場合、システムび異常と判断し、自動作動び停止し、手動作動に切 
りかねることびあります。この場合、傾斜した場所では、スライドドアび急に 
開いたり開じたりするおそれびあるので、十分ま意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとを 

-エンジン停止時自動開閉中にエンジンスイッチを" ON " にしたりエン 
ジンを始動したりして、バッテ U —電圧び急に低下したとを 
♦チャイルド プロテクターを施錠側にしているとさは、パワースライドドアの誤 
作動防止のため、パワースライドドアメインスイッチを OFF にしてくださし、。 

■挟み込み 防止機旨目（パワースライドドア装着車） 

なのことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させよラとして、体の一部を挟んだりしないで 
ください。 

♦挟み込み 防止機能は、スライドドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。指などを挟まないよラにま意してください。 

♦挟み込み 防止機能は、挟まれるもののあ状や挟まれかたによっては作動しない 
場合びあ D ます。指などを挟まないよラに注意してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


么ま意 


■スライド ドアについて 

♦スライ ドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアび安全に開閉でさるよラ 
にまがおよび車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦走行 するとをやドアを開閉するとをは、ジュースなどび入っている紙コップや 
ガラス製のコップなどを収納しないでください。 

♦スライド ドアの U ヤステップ下の □- 
ラー滑走面に、石などの異物び入0込ま 
ないよラにミ主意して<ださい。異物び入 
り込んだままスライドドアを開閉する 
と、スライドドアの故障の原因になりま 
す。 


■スライド ドアイージーク□-ザーについて（イージーク□-ザー装着車） 

♦イー ジークローヴーの作動中は無理な力をかけないでください。 

♦ ドアの開け閉めを短時間に繰り返すとイージークローヴーび作動しないこと 
びあります。この場合、1度ドアを開け、少し時間をおいてから閉めなおすと 
作動します。 

■パ ワースライドドアについて（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドア前端部のセンサー ( n ) 
を刃物などの鋭利なちので傷付けないよラ 
注意してください。センサーび切断される 
と自動で閉めることびでさな<なります。 
また、自動で閉めているとをにセンサーび 
切断されると、ドアはただちに停止します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

バックドア 


バックドアバンドルを使って開閉ずることがでさまず。 


バックドア八ンドルを押したま 
ま、バックドアを持ち上げる 


日知識 — 

■バックドアグリップ 

バックドアを引を下げるとをにお使いくだ 
さい。 

バックドアグ U ップを持ったまま直接バッ 
クドアを閉めないで<ださい。 


■ラ ゲージルーム ライ ト について 

スイッチを DOOR にしておくとバックドアを開けたとを、ラゲージルームライ 
卜び点灯します。 





4已 


























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
ります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるときに手•頭-首などを挟んだりするお 
それびあります。 


4已 





1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下ずるおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるときは、ま全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。 

♦強風 時の開閉には十分を意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりずるおそれびありまず。 

♦半開 状態で使巧すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜した場所では、平坦な場所 
よりちバックドアの開閉びしにくく、急 
にバ'ックドアび開いた0閉じた0するお 
それびあります。必ずバックドアび全開 
で静止していることを確認して使用して 
<ださい。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分注意してください。 

♦バック ドアは必ずがから軽く押して閉め 
てください。バックドアグ U ップを持っ 
たままバックドアを閉めると、手や腕を 
挟むおそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアにキャ1」アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ1」一 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 


A ま意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片.ステッカー-粘着材などの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

♦□ッ ド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U がのアクセ 
ヴ U —用品をつけない 

♦ステ ーに手をかけたり、横方向に力をか 
けたりしない 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



□ 前後位置調整 
且 U クライニング調整 
□ シート全体の上下調整 
(運転席） 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとさに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シ ート調整後はシートを軽くゆさぶり、シートび確実に固定されていることを 
確認してください。 

参 走行中はシート操作をしないでください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

セカンドシート 



BTO13CA021 

□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 


已〇 







ヴードシートへの乗り降り 


■乗り降りするとをは 

巨画でセカンドシートベルトのプレートをベルト八ンガーに挿し込む。 
E 3 MI 2 I セカンドシート中央席のシートベルトを格納ずる。 

ショルダーレバーを 引く。 

背ちたれび前に倒れて、シートクッ 
ションび自動的にはねあびりシート 
を前ちに移動させることびでをます。 

. ショルダーレバーを引いたまま、 
シート全体を前ちへ移動します。 




背をたれをカチッと音びずるまで 
起こし、スライドレバーを引いた 
ままシートを後方に移動させる。 


手順 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



シートクッシヨンが固定されるま 
で巧し下げてシートを固定する。 

背もたれおよびシートクッシヨンが 
確実に固定されていることを確認し 
9 〇 


A 警告 

■シー ト調整について 

♦背ち たれは必要し上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートを軽くゆさぶり、シートび確実に固定されていることを 
確認してください。 

♦走行 中はシート操作をしないでください。 

♦シートを 調整するとをは、同乗者や荷物にあてないよラにま意してください。 
同柔者びけびをしたり、荷物をこわしたりするおそれびあります。 

♦シートを 調整しているとをは、シートの下や動いている部分の近くに手を近付 
けないでください。指や手を挟み、けびをするおそれびあります。 

♦左ち のシート位置を前後にずらしたまま、中央席に座らないでください。 

■サード シートへの柔り降りについて 

♦ヴー ドシートへ柔り降りしたあとは、必ずセカンドシートを固定させてくださ 
い。 

♦セ カンドシートに乗員びいるときは、ヴードシートから操作を行わないでくだ 
さい。セカンドシートの乗員びけびをするおそれびあります。 

■サー ドシートへの移動について 

走行中はヴードシートへ移動しないでください。 


已吕 












-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A ま意 

■サー ドシートへの柔り降りについて 

♦シー トクッシヨンを起こしたときは、シートクッシヨンの±台部分に柔らない 
で < ださい。 

♦サー ドシートから操作するとをは、セカンドシートの足元に作動をさまたげる 
ちのびないことを確認してください。シートに無理な力びかかり故障するおそ 
れびあります。 



已3 





1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ヴードシート 



□ U クライニング調整 


A 警告 

■シー ト調整について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シ ート調整後はシートを軽くゆさぶり、シートび確実に固定されていることを 
確認してください。 

参 走行中はシート操作をしないでください。 


已4 












1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ベッドレスト 


□ 上げる 
且下げる 

下げるとさは、解除ボタンを巧し 
なび6操作します。 


目知識 — 

■へッドレストの取りはずし 

解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■フ□ントシートのへッドレストの高さについて 

必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 


BT013CA003 

■セカンドシート、サードシートのへッドレストの使用について 

使用するとをは常に格納位置から上げた位置にしてください。 






已已 

















-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■セカンドシート中央席のへッドレストの使用について 

使用するときは、常に格納位置（ヘッドレ 
ストび最も下びった位置）から"カチッ"と 
音びするまで上げた位置にしてください。 
また、ヘッドレストを押し下げ、確実に固 
定されていることを確認してください。 



A 警告 

■へッ ドレストについて 

1；(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


已6 






1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シートアレンジ 


シートは状況に応じて;欠のようなアレンジを巧うことびできまず。そ 
れぞれの説明ぺージを読んでか5行ってください。 

■ シートの格納 

• チップアップのしかた（一 P . 已日） 



• サードシートの格納のしかた（一 P . 60) 




已7 





-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■フラットシート 

• フ□ントシートとセカンドシートでフラット状態にずるとき 
( 一 P. 62) 



推 

BTO13CA032 

• セカンドシートとサードシートでフラット状態にずるとき 
(一 P. 63) 


BT 013 CA 031 



已8 







チップアップのしかた 


na で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける。 



セカンドシート左ち席のシートべ 
ルトをベルト八ンガーに取り付け 
る。 

中央席のシートベルトを格納します。 

-シートベルトのバックルち格納しま 
す。 UP . 67) 


BTO13CA035 


因画!]ショル ダーレバーを 引き、 背 もたれを前方に倒ず。（一 P . 已 1) 
シートクッションび自動的にはねあびり、シートを移動させることびでをま 
す。 

na 互背もたれをもとにもどし、シートスライドを固定ずる。 

スライドレバーを引いてシートを前後に動かすことびでをます。 

因耐可 シートクッション裏側のポケットからシート固定バンドを取り 
出ず。 

へッドレストにシート固定バンド 
をかけ、シートを固定ずる。 

シートを軽くゆさぶり、確実に固定さ 
れていることを確認します。 



手順 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[ヴー ドシートのホき納のしかた 


巨祖で車を停止させ、しっか〇とノ（ーキングブレーキをかける。 



サー ド シー トの シー トベルトをべ 
ルト八ンガーに取り付ける。 

シートベルトのバックルも格納しま 
す。 


巨画司サ— ドシー ト のへ ッ ドレス トをいちばん下まで下げる。（一 P . 
已已） 



背をたれを前方に倒ず。 

U クライニングノブを引いて、背ちた 
れを前ちに倒します。 


シート□ック解除ストラップを引 
いて□ックを解除し、グリップを 
握りサードシート後端を垂直にな 
るまで引き起こず。 
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引き起こしたサードシートを床面 
に格納ずる。 


BT013CA040 



ラゲージスペースの シー ト 固定部 
に保護カバーを取0付ける。 
(4 WD 車の応急用タイヤ装着車を 
除 <) 

カノ（一裏面の矢印を車両前側に向け、 
シート固定部に確実にはめ込み固定 
します。 


' な護カバーはデッキアンダートレイ 
に格納してあります。 


■ ヴードシートをちとにちどずとさは 

宜画！] 保護カノ（一を取りはずず。 



サードシートのグ U ップを握り、 
サードシートの後端を持ち上げ、 
シート固定位置まで引さ上げる。 

着座□ック部をシート固定部にゆつ 
くり降ろし、後側を床に巧しつけて確 
実に□ック部を固定させます。 


回背ちたれを起こし、固定ずる。 

U クライニングノブを引いたまま背ちたれを起こします。 


手順 


手順 


手順 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■ラゲージルームについて 

ヴードシートを格納し、セカンドシートを前ちに動かすことによりラゲージ 
ルームを広げることびでをます。 

■保護カバーの格納について 

デッキアンダートレイに表示されている矢印と保護カバー裏面の矢印のち向を 
合わせて保護カノ く一を固定部に取り付けます。 



( FF 車の応急用タイヤ装着ま 4 WD まの夕 
イヤパンク応急修理キット装着車） 



(フ□ントシートとセカンドシートでフラット：!犬態にずるとさ 

宜画で車を停止させ、しっか〇とノ（ーキングブレーキをかける。 
巨画互フ□ントシートのヘッドレストをはずず。（一 P . 已已） 
アームレスト装着車は、アームレストを起こします。 


臣爾邪 7カンドシートをいちばんラしろまで移動させる。（一 P . 已 0) 
巨画互セカンドシートベルトのバックルを格納ずる。 
na 司フ□ントシートの背ちたれを、セカンドシートのシートクッシヨ 
ンと段差びな<なるまで後方に倒ず。（一 P . 4日） 
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(セカンドシートとヴードシートでフラット ：! 犬態にずるとさ 

巨祖で車を停止させ、しっか〇とノ（ーキングブレーキをかける。 

巨画司セカンドシート左ち席のシートベルトをベルト八ンガーに取り 
付ける。（一 P . 已日） 

中央席のシートベルトを格納します。 


fe 曲 131 フ□ントシートをいちばん前まで移動させる。（一 P . 4日) 
巨画互セカンドシートをいちばん前まで移動させる。（一 P . 已 0) 


手順 


回セカンドシート のへ ッドレストをはずず。（一 P . 已已) 


巨圆 r 巧セカンドシートの背もたれを後方いっぱいまで倒ず。（一 P . 已 0) 


カチッと音びするまでヴードシートに巧し、セカンドシートを固定します。 


手順 


回セカンドシート、およびサードシートのシートベルトのバックル 
を格納する。 


A 警告 

■シ ートアレンジについて 

♦しツ 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

. 必ず平坦な場所でシフトレバーを P に入れて、パーキングブレーキを確実 
にかけてください。 

-走行中はシートアレンジ操作をしないでください。 

-シートアレンジをしたあとは、シートを輕くゆさぶり確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

-シートのあいだにシートベルトび挟みこまれていないか確認してくださ 
い。 


已3 














-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

♦シートを 調整するとをは、同乗者や荷物にあてないよラにま意してください。 
同柔ちびけびをしたり、荷物をこわしたりするおそれびびあります。 

♦シートを 調整しているとをは、シートの下や動いている部分の近くに手を近付 
けないでください。指や手を挟み、けびをするおそれびあります。 

♦操作を するとをに、可動部や結合部に手や足などを挟まないよラにしてくださ 
い。 

♦シー トに人び乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 

■シー トの格納について 

♦ラ ゲージスペースに人を乗せて走行しないでください。 

♦格納 操作時し U が、シート□ック解除ストラップを操作しないでください。 
♦格納す るとをは必ずグ U ップを持って操作してください。 

♦格納した とをはおずシート固定部にイ呆護カバーを取り付けてください。 

♦シートを ちとにちどしたとをは、シート 
脚部び床面ロック部に確実に固定された 
ことを確認してください。 

♦シートを ちとにちどすとさは、シート脚 
部と床面□ック部のあいだに手や足を近 
付けないで<ださい。手や足を挟み、け 
びをするおそれびあ0ます。 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物を柔せて走行しないでください。 
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A ま意 

■シ ートアレンジについて 

シートレールの上に マッ トなどを敷かないでください。 

■シー トの格納について 

♦シートを 格納するとをや、もとにもどすとさは、床面やシートクッションの上 
に物びないことを確認してから行ってください。 

♦シー トクッションを起こしたときは、シートクッションの±台部分に乗らない 
で < ださい。 

■フ ラットシートについて 

♦背 もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
て < ださい。 

♦フ ラットにした状態でシートの上を走りまねらないでください。またシートの 
上を移動するとをは、シートの中央を踏んでゆっくりと移動してください。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トペルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 


■正しく着用するには 



己 T013CA004 


• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 


• ねじれび無いよラにずる 


■着けち、はずしち 



n 固定 

"カチッ"と音びするまで挿し込み 
ふ9 〇 

曰解除 

解除ボタンを巧します。 


6已 












■シートベルトの取り出し方（セカンドシート中央席） 

n プレー トを巧ず 
0ホルダー か日取り出ず 



着けち（セカンドシート中央腻 



n プレート A 
曰プレート巨 

"カチッ"と音びするまで挿し込み 
夫 〇 


分離•格納のしかた（セカンドシート中央席） 



バックル日の解除ボタンを巧 
す。 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



67 






















-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



手順 



キーをバックル A に挿し込む。 
シートベルトを分離-格納すると 
をは、ベルトを持ちなが6ゆつく 
り巻をわどします。 


プレート A 、 目をホルダーに 格 
納する。 























■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 下げる 
且上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして < ださい。 


I シートベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果の確保に貢献し 
ます。 

前ちか6の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろからの衝撃のとさは作動しない 
場含があります。 




-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



69 


















-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒した D 、 
シートベルトをすばやく引を出してち □ ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 


■お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、（一 P . 9田 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 日日） 


■ シー トベルトプリテン シヨナー について 


シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 


■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 己己） 

巧娠中の方ち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ低 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 
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A 警告 

■シー トベルトの着用について 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し i (下のことを必ずお守 D ください。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦まに 柔るとをは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シートベルトは 1つにつを一人で使用する 
おテさまでち1つのベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまはセカンドシート、またはヴードシートに座らせてシートベルトを着 
用させる 

♦シー トは必要！;(上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ低い位置に密着させ着用する 

■お テさまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。誤ってそのようになってしまい、バックルもはずせない場合は、八 
ヴ5などでシートベルトを切断してください。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレ ー K バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。5ま<挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店1；(がでしないでください。 

不適切に扱5と、正常に作動しなくな D 、 重大な傷害を受けた0、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 


7吕 





1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

A ンドル 


バンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 

八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る。 


八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にする。 

位置が決定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわ0、思わめ事故につなびるおそれ 
が友0ます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトがまぶしいとさは、 
(防眩）でさまず。 



レバーを操作して反射光を減少 

□ 通常使用状態 
曰防眩状態 


[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる。 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 



S ラーを 選ぶ。 

D 左 
0ち 


スイツチを操作して S ラーを上 
下左ち方向に調整ずる。 

n 上 
曰ち 
a 下 
〇左 


ドア S ラーを}各細ずるとさは 



ボタンを巧してドアミラーを格納 
する。 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
よ9 〇 



7已 












































































-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 — 

■作動を件 

エンジンスイッチび " ACC " または" ON " のとを 


A 警告 


■走行して いるとをは 

走行中は(下のことをおずお守 D ください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につながるおそれがあ0ます。 

♦5 ラーの調整をしない 
♦5 ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整する 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

ハでーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 

n 閉める 

曰自動全閉※（フ□ントドア） 

且開ける 

Q 自動全開※（フ□ントドア） 

^途中で停止するとさは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


I □ツクスイツチ 

スイツチを巧して運転席 LU がのド 
アガラスを作動不可にずる。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 


白知識 
■作動を件 

エンジンスイッチび "ON " のとを 
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-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


■挟み込み防止機旨目（フ□ントドア） 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 

■ネ刀期設定について 

バツテ U —交換やヒユーズ交換などで、バツテ1」一との接続び断たれたとさは、 
パワーウインドウの初期設定をしてください。 

♦初期設定びされていないと、なの機能は作動しません。 

-運転席スイツチでの助手席ドアガラスの開閉 
-ドアガラスの自動開閉 
-挟み込み防止機能 

♦初期設定びされていないドアガラスは、スイッチの作動表示なび点滅しま 
す。 


♦初期設定は、各ドアガラスごとに、各席スイッチで行います。運転席スイッ 
チで助手席ドアガラスの初期設定をすることはでをません。 

Ifeildi 1 I エンジンスイ、ソチを " ON " にする 

Ifeifrtl 21パワーウインドウスイッチを下に押し続け、半分くらいまでドアガラ 
スを開ける 

ifeiyi 31 パワーウインドウスイッチトに引ホ続け、ドアガラスを全開し、さら 
にスイッチを1砂間引を続ける 

初期設定び完了すると、スイツチの作動表示なび点滅から点なにかわります。 
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-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、乗員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻を込んだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などをださないよラ声かけをし 
てください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

■挟み込み 防止機旨目（フ□ントドア） 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だ0しないで<ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにミ主意して<ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


じ TF の手順で給油□を開けて < ださい。 
■ 給油する前に 


エンジンスイッチを " LOCK " にして、ドアと窓を閉めてくださ 
い。 

■給油□の開けち 



給油□を開ける。 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける。 



キャップを八ンガーにかける。 
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-已.給油のしかた 


I 給油□のキャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びずる 
までまわして閉めます。 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
ちど0ます。 


白知識 

■燃料の種類 
無鉛レギ ユラー ガソ 1」ン 

■燃料タンク容量 

FF 車；約42 L 
4 WD 車：約4已 L 

■を全機能について 

♦給ミ由□び開いているとをに、助手席側スライドドアを開けよラとしても、約 
1已 cm 程しか開けることびでをません。給油□を閉めたあと、一度スライド 
ドアを閉めてから再度開けなおしてください。 

♦給ミ由□び開いているとをに、自動で助手席側パワースライドドアを開けよラ 
とすると作動を中止します。（パワースライドドア装着車） 

♦助手席側パワースライドドアの自動開閉中に給油□を開けると、作動を停止 
し、手動作動に切りかえます。（パワースライドドア装着車） 
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-已.給油のしかた 


A 警告 

■給油に ついて 

給ミ由前には liTF のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分にふれて身体の静電気を除去する 
放電による乂巧で燃料に引火するおそれびあ D ます。 

♦キャップを 緩めたとさに、"シュー’’といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除ましていない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して乂巧を弓 I を起こすおそれびあ D ます。 

♦車内に もどったり、帯電している人や物にふれない 
再び帯電する可能性びあります。 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油 時のミち意 

♦給 ミ由をするとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かし 
て継ざ足し給ミ由を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合び 
あります。 

♦そのほか、 ガソリンスタン ド内に掲示されているま意事項を守ってください。 
正常に給ミ由でをない場合は、スタンドの店員を呼んで指示に従って<ださい。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正!;(がのキャップを使巧しないでください。 

純正品を使わないと乂巧などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 


A ま意 
■給油ず るとさは 

指定外のガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、軽ミ由、巧ミ由、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

し U 下のよラな状態になるおそれびあります。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6. 盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを巧さないでください。 



エンジンスイッチを" LOCK " 
にずると、システムの作動を知 
b せるためにインジケーターび 
扁、滅します。 

登録されたキーを挿し込み、エン 
ジンスイッチを " ACC " また 
は" ON " にするとシステムび 
解除され、インジケーターび消な 
します 


□知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム巧キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なつているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























1-7. き全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


む下のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 49) 

□ シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 49) 

□ 各装置び操作しやずい背ちた 
れのち度にずる UP . 49) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 73) 
且へッドレストの中央び耳の後 
方になる（一 P . 已已） 

且シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 己己） 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびありを険です。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因 
になります。 

■シ ートを調舊ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび身体を拘束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



フ□ント SRS エアバッグ 

D 運転席 SRS エア ノ（ッグ/助手席 SRS エア ノ（ッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和) 

SRS サイドエアバッグ* 

0 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席柔員の胸などへの衝撃を緩和） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


□知識 


■ SRS エアバッグび展開ずると 


• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 


♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものち熱く 
なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとさ（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変あもしない固定 
された壁に、約20〜30 km / h のを度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよラな衝突（例えば、車両前部びちぐりこむ、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フロント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ0ます。 


■ SRS エアバッグび作動ずるとき 
( SRS サイドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグは、衝撃の強さび設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜 
30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の強さに相当する値）上 
の場合に作動します。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突がで作動ずるとき 

しツ下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、または低速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前方への減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 

♦側面からの衝突 
•後方からの衝突 
参横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 
( SRS サイドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分ながの側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグび作動しない場合びあります。 



• 客室部分し U がの側面への衝撃 
•斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグは、前方や後ちからの衝撃、横転、またはな速での側面 
からの衝撃で作動するよラには設計されていません。 



♦前方からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡がお要な場合 

1；(下のよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふ< らんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とを、または破損•変おなどびあるとを 


♦ SRS サイドエアバッグはふくらまなかつ 
たび、事故でドア部分び衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分や助手席 SRS エア 
バッグのカバー部び傷付いたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転手と 乗員全てびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグち強い力で面くらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。乗員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合は特にを険です。シートの背ちたれを調整して、シートをで 
きるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないときは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめいたします。（一 P .105) 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


• おテさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転者 および助手席柔員は、ひざの上に 
何ち持たない。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 



BTO17CA032 




> ドア や フロント-サイド ピラー、ルーフ 
サイドレールへ寄りかからない。 


> 助手席や、外側 U ヤシートでドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない。 


> ダッシュボード、ステア U ングパッド部 
などには何ち取り付けたり、置いたりし 
ない。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使 
用しないで < ださい。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているためふれな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとにもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の 
炎症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部に傷びついていたり、ひび割れび 
あるとをはそのまま使用せず、トヨタ販売店で交換してください。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、しツ下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮周 
辺の修理、取りはずし、改造 

♦フロント フェンダー、フロントバンパー、車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー.カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


[知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢や体格に合わせて、適切なモ供専巧シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属ずる取0扱い説明書をお読み<ださい。 

• この車は200日年10巧1曰施行の保安規準に適合した IS0FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


俱専用ソ~卜の適台柱~ h 功 L -) し 、こ 

■ 質量グループについて 

ECE R44 &の基準に適合ずるモ供専用シートはおモ様の体重により次 
の已種類に分類されまず。 

グループ〇 : 10kg まで 
グループ 0+ : 13kg まで 

グループ I : 日〜 1 8kg 
グループ n :1已〜2已 kg 
グループ in : 22〜 36 k 邑 

この本では代表的な次の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取り付け器具 
の記号にな0まず。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


べビーシート 



ECE R44 基準のグループ0、0+ 
にホ目当 



ECE R44 基準のグループ0+、I 
に相当 



ECE R44 基準のグループ n、 の 
に相当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


質量グループ 

着席位置 
(または他の場所） 

サードシート 

左ち席 

0 

(1 日 k 邑まで） 

X 

が 

(13 k 邑まで） 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

X 

m 

(22 〜吕 6 k 呂） 

X 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

セカンドシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日 k 邑まで） 

X 

U 

X 

が 

(1 吕 k 邑まで） 

X 

U 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

U 

X 

ラしろ向を X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF 

U 

X 

田 

(22-36 kg ) 

UF 

U 

X 


運転する前に 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテゴ U —の子供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ ’ U —の前向さ 
子供専用シートに適しています。 

X :モ供専用シートを取り付けることはでさません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 

子供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取り扱い説明書ちご確認<ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別子供専用シートの適合性一覧表 
り SOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 ISOFIX 位置 

セカンドシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日 / L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 


(1) 

X 

0 

(1 日 kg まで） 

E 

に日 / R1 

X 


(1) 

X 

が 

(1 吕 k 邑まで） 

E 

に日 / R1 

X 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 


(1) 

X 

I 

(目〜 1 8kg) 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

巨 

IS0/F2 

1UF 

臣 1 

IS0/F2X 

IUF 

A 

に 日 /F3 

IUF 


(1) 

X 

n 

(1 己〜 2 己 kg) 


(1) 

X 

m 

(22-36kg) 


(1) 

X 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


• 表に記入ずる文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での旧 OFIX 対 
応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちまたは 
販売業ちにご相談 < ださい。 

IUF ： この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ’1」一の旧 OFIX 
対応の前向を子供専用シートに適しています。 

X :旧 OFIX 子供専用シートを取り付けることはでをません。 

モ供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取り扱い説明書わご確認ください。 


曰知識 


■ 旧0円 X 対応チヤイルドシート固定専用バーについて 


この車に標準装備されている IS 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取りつけ専用です。それしツ外のち 
のを使用することはでをません。 

■子供専用シートの還が、使用について 

♦お子さまに最適な子供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大をく、テ供専用シートび不必要なお子さまは、セカンドシート、 
またはヴードシートに柔せて車のシートベルトを使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの還がについて 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」（一 P . 97) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子供専用 シー トの選択に ついて 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」（一 P . 99) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

HUM 1 I おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び 1 已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

E 3 M 2 I サイズ等級を選択する 

HM 1 1で確認した r 質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級は忙」 • の」 • 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」- rej - rBij - 
に」•の」び該当します。 

X ’ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の r 車両旧0円 X 位置」 
に「 X 」と記載されているものは選択でをません。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



A 




子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。**^ 

表示されている位置' 記号などは、商品に 
より異なります。 


□ ISOFIX 対応モ供専巧シートであること 
を:す表术 


サイズ等級び示されています。（表示さ 
れる文字は、製品により異なります） 


手順 


回で確認したサイズ等級に適合し 


ているものを選択してください。 


0ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であるこ 
とをあらわし、併せて、対象となるおテ 
さまの体重の範囲び記載されています。 


B トップテヴ ー( 一 P . 10已）を示すマーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

目 1- に日 / F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別樹犬のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向さ幼児巧チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - 侶日/に 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとき 


やむを得ず助手席に子供専用シートを取り 
付ける場合には、助手席シートをいちばん 
うしろに下げ、背もたれを直立状態にし、テ 
供専用シートを前向をに取り付けてくださ 
い。 


キヤ1」コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し < はテ供専用シート製造業者、または販売業者におたずね< ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使巧しないとをであってちシートに適切にしっかりと取り 
つけた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内の置くことは避けくださ 
い。 

♦子供 専巧シートの取りはずしが必要な場含は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納して<ださい。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはセカンドシートに取り付けてください。 

取りつけ方法は、必ず商品付属の取扱説明書に従ってください。 



シートベルトによる取り付け 
(一 P .106) 


IS 0 FIX 対応チャイルドシート 
固定専用パ'-(一 P . 108) 

セカンドシート左ち席に装備され 
ています。（固定専用バーび装備さ 
れていることを示すタグびシート 
についています。） 


トップテヴーアンカー 
(一 P ' 108) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トツプテヴーアンカーはセカンド 
シート左ち席に装備されていま 
す。 






















1-7. 安全にお使いいただくために 


トベルトで固定ずる 



pi 

/ BT017CA008 




背ちたれの角度を調整する。 

ショルダーレバーを引さなびら、いつ 
たん背をたれを前に倒し、一段目の固 
定位置まで起こします。 


へッドレストをいちばん上まであ 
げる。 


チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする。 

チヤイルドシートに付属の取り扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
<ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ツキングク U ツプ调」売）を 
使用して固定する。 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

(□ツキングク U ツプ品番： 

731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


I 旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バー&トツプテザーアンカーで固定する 



背ちたれの角度を調整ずる。 

チヤイルドシートび取り付けられる 
角度まで倒します。 

-背ちたれび固定されていることを確 
認します。 


へッドレストをいちばん上まで上 
げる。 



固定専用ノ（一の位置を確認ずる。 
固定専用バーはシートクッションと 
背ちたれのあいだにあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 




チヤイルドシートをシートに取り 
付ける。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれのチヤイル 
ドシートに付属の取り扱い説明書に 
従ってください。 


背ちたれの角度を調整する。 

チヤイルドシートび安定するまで起 
こします。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める。 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認しま 
す。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



取り付けたチヤイルドシートを軽 
<ゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる。 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用してセカンド 
シートに取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせていても、ドア•シート-フロントピラー-セン 
ターピラー.1」ヤピラー'ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの 
部分ももたれかけないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場 
合、大変を険であり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。おずチャイルドシートに付属の取扱書をよくお読みのうえ、 
確実に取り付け、使用ち法を守ってください。使用ち法を誤ったり、確実に固 
定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死こにつなびるおそれびあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一、ベルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
び友 D ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているかを確認してく 
ださい。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側のセカンドシート 
に取り付けてください。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 











1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるとをは 



♦助手席には チヤイルドシートを5しろ向をに取り付けないでください。 

ぅ しろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせてご 
覧ください。 



♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げ、背ちた 
れを直立状態にして取 D 付けて <ださ 
い。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力で&くらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死こにつなびるおそれびあ0ます。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよラ 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびありを険です。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 116 

エンジン（イグニッション） 

スイッチ . 12已 

オートマチック 

トランスミッション . 128 

ち向指示レバー . 131 

パーキングブレーキ . 132 

ホーン（警音器） . 133 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 134 

表示な/警告灯 . 138 


2-3. ライトのつけ方-ワイパーの 
使い方 

ライトスイツチ . 141 

フォグライトスイツチ . 144 

ワイパー&ウォツシヤー 
(フ□ント） . 14已 

ワイパー&ウォツシヤー 

( U ャ） . 147 

2-4. その他の走行装置の使い方 

運転を補助する装置 . 149 


2-5. 様々な状況での運転 


荷物を積むとをのま意 . 1已2 

寒冷時の運転 . 1已4 


11已 


















2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむびけて、む下の手順で走行ください。 

■エンジンをかける（一 P . 12已） 

■発進する 

固画[でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる。 

(一 P ' 128) 

固丽司パーキングブレーキを解除ずる。 （一 P .132) 

固画司ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ 
<0踏み発進ずる。 

■停車する 

mm シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画司必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にする。 

レ P ' 1 28) 

■ 駐車する 

旧！ 111 I シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

固丽司パーキングブレーキをかける。 （一 P .132) 

固画互シフトレバーを P にずる。 （一 P . 12助 

坂道の途中で駐車をする場合は化要に応じて、輪止めを使用してくださ 
しん 

固 画 互エンジンを止める。 

エンジンスイッチを " LOCK " にします。 

固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる。 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

IE 31111 I パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にずる。 
mmm 21 アクセルペダルをゆっくり踏む。 

E 3 g 3 l 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する。 

U 知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取りつけ 

磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などをアル5ボデー部に取り付ける 
ことはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進 するとをは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでい 
てください。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 面ずるとさは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

-後退するとをは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラを意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフ レーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで < ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温にな D 、 可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 
0を険です。 

♦シフト レバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて < ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場创ま八ンドルとフレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車してください。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 307 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P .129) 

♦巧 道で止まるとさは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦八ン ドル、シート、ドア5ラー、インナ ー5 ラーの調整をしないでください。 
運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびありを険 
です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、全ての同乗者び頭や手、その他の体の 
一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフ □ード走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないで<ださい。 

急ブレーキをかけたとをや、旋回しているとをなどに荷物び飛び出して乗員に 
あたったり、荷物を破損した D 、 荷物に気をとられたりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

♦大 をな段差びある場所や、輪止めなどびある場所では慎重に走行して<ださ 
し、。バンバーを損傷するおそれびあります。 

■滑り やずい路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横滑りするなどして、思わめ事故につなびるおそれびありを 
険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを輕く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれてし化い片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N 1；(夕りこあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦車び 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦坂道で 停まするとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてノ f ーキングブレーキをかけてください。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。排気管び過熱し、可燃物び近くにある 
と火災につなびるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るときは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料のちなどを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、し U 下のよラなことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスび漏れたり、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとをにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を貼りつけないでください。また、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでください。 
吸盤や容器びレンズの働さをして、車両火災につなびるおそれびあ0危険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずバーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーにふれないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
にまるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

♦排気び 悪い場所ではエンジンを停止して<ださい。 

特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死じに 
至るおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ざ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびあ〇を険です。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t にをるおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<な0ます。 

♦万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
し、。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏むお要びあり、制動距離び長<なります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■万一脱輪 したとをは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤびちに浮いているとをは、むやみに空転させないでくださし、。 
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 


A ま意 
■運 面中は 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■継続のに ブレーキ付近か5警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、フレーキパッドを交換してください。 
必要なときにパッドの交換び行われないと、ディスクローターの損傷につなびる場 
合びあります。 

パッドや口一夕一などの部品は、役割を果たすと共に摩耗してし巧ます。摩耗の限 
界を超えて走行すると故障を弓 I を起こすばかりでなく、事故につなびるおそれびあ 
ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■走行 中にタイヤびパンクした6 

し U 下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾く 

■タイヤげ パンクしたとさは 
応急用タイヤ装着ま 

応急用タイヤに交換してください。（一 P . 270) 

タイヤパンク応急修理キット装着車 
タイヤの損傷の程度を確認して < ださい。 

♦修理 可能な場合は、応急修理して<ださい。 UP . 282) 

♦修理 不可能な場合は、卜3夕販売店にご連絡<ださい。 

■冠水 お走行に関ずるを意 

大雨などで冠水した道路では、しツ下のよラな重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとをはおずトヨタ販売 
店で!;(下の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスアクスル、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレンシヤ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト (4 WD 車)、各ベアリング、各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1. 運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 


■エンジンのかけち 

固圆[で正しい運転姿勢（一 P . 8已）びとれるよラにシートの位置を調 
整し、ペダルの各位置を確認ずる。 

固画[司パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる。 

固 a 可 シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる。 

お Ml 4 I ブレーキぺダ J レをしっかり踏む。 

固画!司エンジンスイッチを " START " の位置にまねず。 

□ LOCK " ( OFF ) 

•ステア U ング□ックびかかりま 
す。 

-シフトレバーの位置び P のとを、 
キーを抜を挿しすることびでさま 
す。 

且" ACC " 

アクセヴ I 」 ー コンセントなどの電 
装品び使用でさます。 

□" ON " 

すべての電装品び使用でさます。 

□ START " 

エンジンび始動でをます。 


■ エンジンスイッチの位置 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■キーを "ACC" から "LOCK" にまわずには 



ステア U ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチをまねしてください。 



■キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび " ACC " から " LOCK " のとを、運 
転席ドアを開けると、警告音び鳴ります。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジ 
ンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A ミち意 

■バッ テリーあげりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または "ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦一度に 30秒し iLh スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび をえた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 
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2-1. 運転のしかた 

オート7チックトランスミッション 


状況に応じてシフトポジシヨンをお選びください。 

■シフトレバーの動かしち 
FF 車 



4 WD 車 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

目的 

FF 車 

4WD 車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

Q 

通常 3 

お;ちモ巧 

折※ 

巨 

急な下り坂走行 

^ 

吕 

^ 

坂道走行 

2 


下 D 坂走行 

L 

- ^ 

急な下り坂走行 


燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 


| SNOW スイッチ （ FF 車） 

ON/OFF 

スノーモードにすると、ーター内の 
SNOW 表示口び点なします。 




己 T024CA001 



























2-1 .運転のしかた 


□知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 

■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

一 P . 298 

■スノーモードについて （FF 車） 

♦エンジンの出力をコント□ールし、雪道などすべりやすい路面での発進に適 
しています。 

♦エンジンスイッチび " ON " のとを使用でをます。 

♦エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にすると解除されます。 

■坂道を走巧しているとさは 

♦車両び下り坂を走行していると判断したとさは、自動的にシフトダウンしエ 
ンジンブレーキびかかることびあるため、エンジン回転数び上昇することび 
あります。 

♦運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適なギヤ段切りかえを行い 
ます。 （4 WD 車） 

-シフトレバーを D にしているとをに自動的に作動します。（シフトレバー 
を D し U 外にすると、 機能び解除されます。） 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでま意してください。 
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2-1. 運転のしかた 

方向おおレバー 


n 左折 
曰ち折 

0左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側ち向指示な 
び点滅します。 

Q ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示な 
び点滅します。 


□知識 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 
■表示巧の点滅が異常に速くなったときは 

方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1. 運転のしかた 

パーキングブレーキ 



パーキングブレーキをかけるに 
は、ち足でブレーキペダルを踏 
みなびら、左足でパーキングブ 
レーキをいっぱいまで踏み込む 
(再度踏み込むと解除される） 


白知識 


■を季のパーキングブレーキの使用について 

「き;令時の運転」（一 P . 1已 4) の記載を参照してください。 


A 警告 

■走行 前のを意 

ノ v ‘ ーキングフレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効さび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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1 .運転のしかた 

:ーン（警音器) 


八ンドルの[>〇<|周辺部を巧 
すとホーンび鳴りまず。 


□知識 

■ A ンドルの位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 73) 
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2-2 .メ ーターの見方 

計器類 


オプティト□ンメーター装着車 



オプテイト□ンメーター非装着車 
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2-2. メーターの 見方 


n タコ六ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

且 スピードーター 
車両の走行速度を示します。 

Q 情報表お 
♦オド ーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップ ーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 
U ップ目の2種類で使い分けることがでさます。 

♦ 平均燃費 

-卜 U ップ A を日に U セットしてからの平均燃費を約1日秒ごとに更新し 

-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 

♦六ーター照度調整画面（オプティト□ン>(ーター装着車） 

ーター照度の明るさを調整でさます。 
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2-2. メーターの 見方 


I 表示切りかえボタン 

ボタンを巧ずごとにじ(下のよラに切りかわりまず。 

n オドメーター 
□ 卜 U ップ メーター 八※ ] 

B 卜 U ップメーター巨※] 
□平均燃費 

曰メーター照度調整画面 X ’ 2 
《1長巧しで0にちどります。 
※吕長押しで照度を調整でをます。 


□知識 

■平均燃費について 

バッテ U —との接続び断たれたとさは、 「0.0 km / u び表示されます。 

■ メーター照度調舊画面について（オプティト□ンメーター装着車） 

車幅な点な時に、表示されます。 

■ メーター照度の調整について（オプティト□ンメーター装着車） 

♦4 段階で明るさのレベルを調整することびでをます。 

♦最大照度にすると、車幅灯を点なさせたとをメーター照明は減光されませ 
ん。 
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2-2. メーターの 見ち 


A ミち意 

■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 警告なび赤色に点滅したと田ま、才ーバーヒートのおそれびあるので、た 
だちにま全な場抓こ停車してください。 UP . 304) 


運転するとをに 
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2-2 .メ ーターの見方 

表示巧/警告巧 


メ—夕—. センターパネル内の表示'灯.警告幻でお車の状況をお知5 
せしまず。 

メーター 



センターパネル 
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2-2. メーターの 見方 


表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 


方向指示表示な 
ク V (一 P . 131) 


A 

(点嫩 


こ〇〇こ尾な表示な* UP . 141) 


Q 良 


SNOW 


水温表示な 


SNOW 表示 : ICP 
(^ P . 1乙 9) 


1〇 


が 


ス U ップ表示好* 

(一 P . 1已 0) 

セキュ1」ティ表示打* 

(一 P ' 84) 

へッドライト 

上向さ表示灯 (^ P . 141： 

フ□ントフォグライト 
表示な* (^ P . 144) 



シフトポジション表示口 UP . 128) 

《1作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、数秒後 
またはエンジンをかけると消灯します。点灯しない場合や点灯したままの 
とさはシステム異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。 

《2エンジン;令却水温び低いとを点灯します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見方 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 2己日) 


口 

り 

(©) 

が 

(©) 

VSC 


よ' 


牛※ 

牢※ 






@! 

錢 D 

な 

を 

〇 

ぶ 

" な医 ， A 



※作動確認のためにエンジンスイッチを" ON " にすると点なし、数秒後ま 
たはエンジンをかけると消なします。 

点なしない場合や点なしたままのとをはシステム異常のおそれびあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■ を全装置の警告なが点なしないとさは 

A 目 S 和 SRS エアバックなどの安全装置の警告口が、エンジンスイッチを" 
日 N " にしても点なしない場含や点口したままの場含は、事故にあったときに正 
し<作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につながるおそれがあ 
ります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

































2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


自動または手動でへッドライトなどを点归でさまず。 



D 車幅灯-尾灯-番号打-メー 
ター照明*を点な 
0上記ライトとへッドライトを 
点灯 


(八イビームにずる 



n ライト点灯時、レバーを前方に 
巧し八イ ビームに 切りかえ 


レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

Q レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点打 

ライトび消なしていてち、 A イビーム 
び点なします。レバーを離すと、□一 


ビームにちどるまたは消なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでをまず。 



n 上向をに調整 
曰下向さに調整 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

FF 車 

4 WD 車 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

0 

運転者と助手席、 
およびサード 
シートに2名 
柔車 

なし 

2 

2 

全柔員 

なし 

4 

吕 

全柔員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

4 

吕 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

己 

4 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


□知識 

■ライト消し忘れ警告ブザー 

ライトスイッチび ♦ または iD の位置にあると、運転席ドアを開けたと 
を警告音（ピーといラ連続音）び鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（デイスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、柔車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天暢下で視界を確保しまず。へッドライトまたは車幅 
'灯が点幻しているとさ使用でさまず。 



□ 消な 

Q フォグライト点灯 


白知識 
■点な条件 

へッドライトまたは車幅灯び点灯しているとをに使用でをます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることびできまず。 




n 間欠作動 （ INT ) 

曰低速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 
Q - 時作動 （ MIST ) 


曰間欠ワイパーの作動頻度(減) 
且間欠ワイパーの作動頻度(増) 



14已 
















2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 



白知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
J レのつまりを点検してください。 


ま意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ノズ J レびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 



□知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウオッシャー液が出ないときは 


n 低速作動 

且ウォッシャー液を出す 
ワイパーが連動して作動します。 
且ウオッシャー液を出す 


ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
J レのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使い方 


A ま意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ノス) レびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓を捕巧する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてに TF の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などにより大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□-ル）* 

急な八ンドル操作や、すべりやすい路面で旋回するとをに横すべりを抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル）* 

すべりやすい路面での発進時や加速時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| VSC 、 TRC が作動しているとき 



車両び横ずベりしそラになったと 
き、タイヤび空転したときは、 
VSC 、 TRC の作動を表示ずるため 
にス U ップ表示打び点滅しまず。 


白知識 

■ ABS 、 ブレーキアシスト、 VSC 、 TRC の作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

• 上記のシステムび作動すると、し U 下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果び下びるとを 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
才ーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びりパンドルび重く感じられる 
よラになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを 
停止してください。10分程度でもとの状態にもどります。 


1已〇 

































2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

し i (下の状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こ 
につなびるおそれびあ0ます。 

■ ABS の効まを発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離び通常よりち長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。しツ下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効まを発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両の方向ま定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のち向安定性や駆動力を失うような状況では、 
特に慎重に運転してくださし、。 

■ス リップ表示なび点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常にま全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。表示なび点滅した 
ら特に慎重に運転してください。 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とち指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 31己） 
異なったタイヤを装着すると、 ABS 、 VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に巧談してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときはな下のことを 
お守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む。 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる。 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む。 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる。 


A 警告 

■積んで はいけないちの 

1；( 下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■巧 物を積むときは 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りし化だかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 


1已2 






2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■巧 物の重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やフレーキ制御のほ 
下により思わめ事故につなび0、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 


運転するとをに 


1已3 





2-5. 様々な状況での運転 

寒冷時の運拓 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦ LU 下のちのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください（タイヤにつ 
いて： 一 P . 220) 

■ 運転する前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

• ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷びついているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷びついているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 


1已4 



2-5. 様々な状況での運転 


■駐車するとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


□知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法につしではし:!下の指示に従ってください。 

-を全に作業でをる場所で行5 
-前2輪に取り付ける 
-タイヤチェーンに付属の取扱書に従5 
-取 D つけ後0.己〜1 .0km 走行したら締めなおしを行ラ 



1已已 









2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

Li (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km/h のどちらか化い 
ほラを超える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


1已6 





2-5. 様々な状況での運転 


A ; 王 意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ鈍正タイヤチェーンのご使用をおずすめしまず。 

トヨタ純正品し U かのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走行 
のさまたげとなるおそれびあるちのちありまず。 

詳しくはトヨタ販売店にご巧談ください。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 



1已7 





2-5. 様々な状況での運転 


1已8 
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1已9 





















3-1. エアコンとデフォッガー①使い方 

マニュアルエアコン* _ 



I エアコンの設定 

固画田風量を調節ずるには、風量調整ダイヤルをち（増）か左（減）へ 
まわす。 

送風をやめるとさはダイヤルを OFF の位置に合わせてください。 

固画司温度設定を変更ずるには、温度調整レバーをち（暖）か左（を） 
に動かず。 

い /C 日1び巧されていない場合は、送風または暖房で使用でをます。 


nail 吹き出し口を切りかえるには、吹き出し口切りかえダイヤルをま 
わし巧さ出し口を還ぶ。 


1已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















































3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


フ□ントウインドウガラスの曇りを取るには 



□欠き出し口切りかえダイヤルを 
の位置にする。 

内気循環にしている場含は、外気導入 
にしてください。 


《：温度調整レバーをいちばん左〔低温側最大）およびそのおくにしたとを送風され 
ふ9 〇 

状況に応じてなの操作を行ラ。 

• 風量調整ダイヤルで風量を調整する 
♦ 温度調整レバーで温度を調整する 


♦ 除湿機能が作動していないときは、い化□惊押して作動させる 
風量を強くし、送風温度を上げると、より早く曇りを取ることびでさます。 


吹き出し□と送風について 



上半身に送風 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使い方 



《1:寒を地仕様車のみ 

《2:温度調整レバーをいちばん左（ほ温側最大）およびそのおくにしたとを送風さ 
れます。 



足元に送風-ガラスの曇りを取る 


《2:温度調整レバーをいちばん左（ほ温側最大）およびそのおくにしたとを送風さ 
れます。 


1已吕 




























3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


1 

外気導入-内気循環を切りかえるには 

内外気切りかえレノ（一を動かず。 

1 

風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


n 風向きの調整 

フィンを動かして調整します。 

且吹さ 出し□の開閉 

開けるとさはフィンのくぼみ部分を 
巧します。 

閉めるとさはフインを巧し下げます。 


□知識 

■ガラスの量りについて 

♦車室内の湿度び高いときはガラスび曇りやすくなります。その場合は、 

い/り、 を ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出るため、効果的に 
曇りを取ることびでをます。 

• い /C U、 を ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすくなります。 

♦内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 



室内装備の使い方 
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. エアコンとデフォッガーの使い方 


■内気循環-外気導入について 

トンネルやをおなどで、ミちれたが気を車内に入れた<ないとをや、外気温度び 
高いとさに;令房効果を高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。 

■ 夕1•気温度が0 ‘C1U 下のとさ 

い/ e 。を押してち除湿機能び働かない場合びあ D ます。 


■のき出し□を <ゾにしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出し□のため、温度調節レバーの位置によっては、足 
元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、ま室内外のさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

■エアコンフイルターについて 

一 P. 2已3 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切りかえダイヤルを^の位置に合わせないでください。が気とガラ 
スの温度差でガラスの外側び曇り視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


1已4 










3-1 .エアコンとデフォッガー①使い方 

オートエアコン* 


内外気切り替え 



フ□ントガラス曇り取り 


t 才ートエアコンを使ラとき 


巨画！] 風量調整ダイヤルを AUTO にずる。 
風量び自動で調整されます。 




を巧ず。 


吹を出し□び自動で調整されます。 

〇]温度設定を変更ずるには、温度調整ダイヤルをち（暖）か左（冷） 
にまわず。 


◎ 


63341 (( jj を押す。 

ボタンを押すたびにエアコンの日 N • OFF が切りかわります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 


16已 






















































3-1. エアコンとデフォッガーの使い方 


I お好みの設定で使ラとさ 

巨画！]風量調整ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず。 

風量は已段階に調整でをます。 

送風を止めるとをは OFF にします。 

巨画司温度設定を変更ずるには、温度調整ダイヤルをち（暖）か左（を) 
にまわず。 

固画互吹き出し口を切り替えるには、各吹き出し口切りかえスイッチを 
巧す。 

選択されたスイッチの作動表示なび点なします。 


I フ□ントウインドウガラスの曇りを取るには 


£ を巧ず 

除湿機能び作動します。内気循環にし 
ている場合は、外気導入にしてくださ 
し、（自動的に切りかわる場合ちあり 
ます） 

風量を強< し、設定温度を上げると、 
より早く曇りを取ることびでをます。 


曇りび取れた6再度 證 を 巧す 
と前のモードにちどります。 

《：温度調整ダイヤルをいちばん左（ほ温側最大）およびその近くにしたとを送風さ 
れます。 



1已6 





















3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


のさ出し□と送風について 



上半身に送風 


BT031CA003 



上半身と足元に送風 



足元に送風 


《2:温度調整ダイヤルをいちばん左（ほ温側最大）およびそのおくにしたとを送風 
されます。 


室内装備の使い方 
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. エアコンとデフォッガーの使い方 



足元に送風-ガラスの量りを取る 


※吕：温度調整ダイヤルをいちばん左りを温側最大）およびその近くにしたとを送風 
されます。 


外気導入-内気循環を切りかえるには 


、またはこ這 I を巧ず 


這>3を巧すと外気導入' 「還 1を巧すと内気循環び切りかわります。還択さ 
れている側の作動表示なび点なします。 


I プラズマクラスター®を使うには 4 

巨画で風量調整ダイヤルをまわし、ファンを作動させる。 
na 司吹き出し口を切りかえスイッチを巧し、ツまたは•にず 
る。 

於がのとをち送風されますび、高い効果は得6れません。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 



CLEAN 側、または ION 側を巧ず。 

ク U- ンモードでは青色の、イオンコ 
ント□ールモードでは緑色の表示な 
び点なします。 


風向きの調壁と吹き出し□①開閉 



n 風向きの調整 

フィンを動かして調整します。 

曰□欠さ出し□の開閉 

開けるとさはフィンのくぼみ部分を 
押します。 

閉めるとさはフインを巧し下げます。 


□知識 


Iオート設定の作動について 

風量は温度設定とが気の状態により自動で調整されるため、 AUTO にした直後、 
温風や;令風の準備びでをるまでしばらく送風び停止する場合びあります。 


室内装備の使い方 
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. エアコンとデフォッガーの使い方 


■ガラスの量りについて 

♦車室内の湿度び高いとさはガラスび曇りやすくなります。その場合は、 


杉 を ON にすると、吹き出し□から除湿された風び出るため、効果的に 
曇りを取ることびでをます。 



を ON から OFF にすると、ガラスび曇りやすくなります。 


♦内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■内気循環-外気導入について 

♦トンネルやお浦などで、巧れたが気を車内に入れた<ないとをや、外気温度 
び高いとさに;令房効果を高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。 


♦設定温度や室内温度などにより、自動的に切りかわる場合びあります。 

■ 夕1•気温度が0 ‘C1U 下のとを 



を押してち除湿機能び働かない場合びあ0ます。 


■ プラズマクラスター®について* 


♦運転席側吹を出し□付近で静電気を感じたり、ルさな作動音び聞こえること 
びありますび異常ではありません。 

♦プラズマクラスター、プラズマクラスタ ー-r オンおよび Plasmacluster は 
シャープ株式会社の商標です。 

♦ク U- ンモードでは、同量のプラスイオンとマイナスイオンを放出して、車 
内に浮遊するカビ菌のる動を抑制します。 


♦イオンコント□-ルモードでは、マイナスイオンの比率を高く放出して空気 
中のイオンバランスを整えます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭しぶ巧ることびありま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 

■エアコンフイルターについて 

一 P. 2已3 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは 

贏 を押さないで<ださい。が気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り視 

界をさまたげる場合びあります。 

■ プラズマクラスターについて 

♦プラズマ クラスター®は、高電圧を利用しています。を険ですので、修理など 
は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦運転席 側吹を出し□付近にスプレーを噴霧したり、棒などの異物を巧入したり 
しないでください。故障や感電の原因となります。 


ミち意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコンとデフォッガー①使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り) 


リヤウインドウの量りを取るときにお使いください。 
マニュアルエアコン装着車 



才ートエアコン装着車 


オン/オフ 

U ヤウインドウデフ オッガーび 作 
動中にわラー度押すと停止しま 
す。 


• 寒;令地仕様車は約15分で自動 
的にオフになります。 
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3-1. エアコンとデフォッガーの使いち 


□知識 

■作動を件 

エンジンスイッチび "ON" のとを 

■フ□ントワイパーデアイサーについて（フ□ントワイパーデアイサー装着車） 

♦フロントワイノデアイヴー装着車は、 U ヤウインドウデフ ォッ ガーをオン 
にするとフロントワイパーデアイサーも同時に作動します。 

♦フロントワイパーデアイサーは、約1已分で自動的にオフになります。 

♦フロントワイパーデアイサーはフ□ントウインドウガラスの下部および、運 
転席側フロントピラー部の表面を暖めてガラスとワイパーブレードの凍結 
を防止します。 

A 警告 

■フ □ントワイパーデアイサー作動中の警告（フ□ントワイパーデアイサー装着 
車） 

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面び熱く 
なつており、やけどをするおそれびあるのでみれないで<ださい。 


/?\ ミち意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーディオの使い方 

オーディオの種類 


巳 D プレーヤー、 AM / FM ラジオ* 



BT032CA001 


タイトル 

参照ページ 

ラジオの使い方 

P . 176 

CD プレーヤーの使い方 

P . 178 

快適に聞くために 

P . 183 


白知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえるとをびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














































3-2. オーディオの使いち 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー ディオの取り扱いについて 
オーディオに飲み物などをこぼさないよラに注意してください。 


室内装備の使い方 


17已 





3-2. 才ーデイオの使い方 

ラジオ*の使い方 



I 放送局を記憶させる 

■手動設定 


leaiM 11 



をまわして、または (7^ の" > " (高い周波数）また 


は"く"（ない周波数）を押して、お巧みの放送局を探ず。 

因薩司記憶させたいスイッチ广〜^つを"ピッ"と音び鳴るま 


で長巧しする。 


■ 自動設定 

AUTQ うを" ピッ" と音が鳴るまで長押しする 

受信感度の良い順に6局まで記憶されます。記憶が終了すると"ピッピッ"と音 
び鳴ります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




























































3-2. オーディオの使いち 


交通情報を受信ずる 


んを巧ず 


ちラー度巧すと解除されます。 


白知識 


1。について 


>新車時は、1目 20 kHz にセットしてあります。 


> AM ラジオモードのとさ 


を"ピッ"と音が鳴るまで押し続けると、そ 


の周波数を（^。•ぶ1。に記憶させることがでをます。ただし、バッテリーとの 


接続が断たれたとさは、1目2日 kHz にもどります。 


♦ 



を押して、ラジオを受信しているとをは、已識 >') - 

。 . auto - p ) を操作しても、周波数は切りかわりません 


■バッテリーとの接続が断たれたときは 

T ) に設定されていた放送局び消去されます。 


I 受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをで変わるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響により良好な受信状態を保つことび難しい場 
合もあります。 

• auto ’ ソを使っているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびあります。 

♦ラジオ巧アンテナはルーフ後方にあります。アンテナは前後に倒して格納す 
ることびでをます。（一 P .184) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

CD プレーヤ ー* の使い方 



| CD を挿入ずる 

CD を1枚、挿入ずる 


| CD を取り出ず 

(^- ) を巧して CD を取り出ず 


I 巧を選ぶ 

(7^ の" > " (次邮または"く"（前曲）を巧して聞きたい曲の番号 
を表示させる 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























































3-2. オーディオの使いち 


[早もどし、早送りずる 

早送りずるには、[ X ](早もどし）または [ Z 3 (早送り）を巧し続 
ける 


[ランダム （ RAND ) 再生ずる 


( 1 
ちラ- 

( RAND ) を巧ず 

一度押すまで無作為な順序で曲び再生されます。 

■リピート （ RPT ) 再生ずる 


2 

( RPT ) を巧ず 

1表示を切りかえる 


^EXT 

押す 

曲番 

を巧ず 

ごとに、次のように表示び切りかわります。 

B よび経過時間^ CD タイトル^曲名 

□知識 

■表示に" 

ディス- 

CD タノ 

続ける^： 
表示で t 

卜 EXT 

コいて 

プレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

f トル、または曲名び13文字し:!上の場合は、 (" text を1秒間！;(上押し 

二とにより、 13 文字し U 降を表示でをます。 

5 るのは最大で 24 文字です。 

をちラー度1秒間し i (上押す、または約日秒し i (上操作をしないまま放置 


すると、もとの12文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあ0ます。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 CT 1( RAND ) または I 2 ( RPT ) を押します。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


■エラー表示 


"ERROR" ；ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、もしくはプレイヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

■再生巧能な CD 

し i (下のマークのついたディスクび再生でをます。記録状態やディスクの特性、キ 
ズ、ミちれ、劣化により再生でをないことびあります。また、ファイナライズ処 
理されていないディスクは再生でをません。 

抽日昼恒 抽□昼區 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

15^^^2033 |_ Rewritable J 

■ CD プレーヤー保護機宜目 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生び 
停止します。 


■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 
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3-2. オーディオの使いち 


A ま意 

■使用で をない CD 、 アダプター 

し iTF のような CD や 8cm CD アダプター、 Dual Disc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2cm または 8cm の円形し义外の CD 


♦低 品質または変形している CD 


♦記録 部分が透明または半透明の CD 


♦セ □八ンテープ、シール、 CD-R 巧ラベル 
などを貼った CD 和、はがしたおとのお 
る CD 



室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


A ミち意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

し iTF のことをお守りいただかないと、 CD び聞けなくなったり、 CD プレーヤー 
び正常に働かな<なるおそれびあります。 

• CD 挿入□に CD 1；(がのちのを入れない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けてな管する 

• CD プレーヤーを分解しない 
♦変 おしたディスクを使用しない 

♦一度に 2枚しツ上の CD を挿入しない 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聞くために 



□ ツマ S を押してモードを表示 
させる 

曰ダイヤルをまわしてじ(下の設 
定を変更する 

♦音質と音量バランス 
(一 P ' ] 83) 

最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することび 
でをます。 


設定を変更ずるには 



音質モードの切0かえ 

を巧ずごとに次のよラに切0かわ0まず。 
巨 AS 一 TRE 一 FAD 一 巨 AL 

■ 音質の調壁 

をまわして音質のレベルを調整しまず。 



音質モード 

表示 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

ほ音 

巨 AS 

-己〜己 


強 

高音 

TRE 

-己〜己 

前後音量 
バランス 

FAD 

R7 〜 F 7 

ラしろ側大 

前側大 

左も音量 
バランス 

目 AL 

L7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

アンテナ 



n 取りはずず 
且取り付ける 
0格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のある 
ところまで立ててください。 


A ま意 

■自動 洗車機にかけるときは 

アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを取りはずしてください。 
■アンテナの 損傷を防ぐために 
し U 下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カバ'一をかけるとを 
■洗車 機などアンテナを取りはずしたときは 

アンテナを紛失しないよラにま意してください。また、走行前には必ずもとど 
おり取り付けてください。 
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3-3. 室内 I 灯のつけち 

ま巧好一覽 



n マップライト（一 P . 186) 

曰 ルームライト （一 P .187) 

且ラゲージルームライト（一 P .187) 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内灯のつけ方 


マップライト 


□知識 — — 

■バッテリーあがりを防ぐために 

ルームライト、ラゲージルームライトのスイッチびドア連動のとをに、ドア開状態 
で各部照明び点巧したままの場合、約20分後に自動消なします。 

■イル5ネーテッドエントリーシステム 

ルーム ライト、ラ ゲージルーム ライトのスイッチがドア連動のとを、エンジン 
スイッチにより、各部照明が自動的に点な、消なします。 


Iマップライト 



点灯/消好 
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3-3. 室内灯のつけち 

ルームライト、ラゲージルームライト 


I ルームライト、ラゲージルームライト 

n 点打 
曰消打 
且ドア連動 



室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一質 



n アッパーボックス 
曰目力手席シートアンダートレイ* 


且ドアポケット 
Q カップホルダー 
且ボトルホルダー 
且フ□アボックス 
H ル物入れ* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





























3-4. 収納装備の使いち 


A 警告 

■収納 装備に放置し口まいけないもの 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、し U 下のよラなことび起さることびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などによ D、 メガネび変お 
やひび割れをおこす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


アッパーボックス，助手席シートアンダートレイ 


Iアツパーボックス 



フタを持ち上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

アッノてーボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


(助手席シートアンダートレイ* 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-4. 収納装備の使いち 


助手席シートアンダートレイ，ドアポケット 


A 警告 
■走行 中の警告 

フロントシートの下（助手席シートアンダートレイ内を除く）にものを置かな 
いで<ださい。ちのび挟まってシートび固定されず、思わめ事故の原因となっ 
て重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、ロック機構の故障の原因 
となります。 


Iドアポケット 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


カッ y ホルダー 

運転席左側 




カップホルダーを引いて出ず 


フタの下側を巧して、フタを下げ 
る 

フタを上げているとをは、ル物入れと 
して使用することちでをます。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙1；(がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあ D ます。やけどを防ぐた 
めに温かい飲みちのにはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

カップホルダーを必ず収納、またはフタを上げてください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーに体びあたるなどして、思わめけ 
びをするおそれびあ0を険です。 
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■ボトルホルダー 



白知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、おによつては収納でをないことびあります。 


/?\ ま意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
た0するおそれびあ0ます。 


I フ□アボックス 

ストラップを引いて開ける 



3-4. 収納装備の使いち 

ボトルホルダー I フ□アボックス 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


フ□アボックス，ル物入れ 


□知識 

■フ□アボックスについて 
セカンドシート足元にあります。 

■タイヤパンク応急修理キットについて 

タイヤパンク応急修理キット装着車は、助手席側のフ□アボックスにタイヤパ 
ンク応急修理キットび格納されています。 


A 警告 


I 走行中の警告 

フロアボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


ル物入れ 


マルチボックス 



レバーを引いて開ける 
取りはずすときは、ボックスを持ち上 
げてはずします。 
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3-4. 収納装備の使いち 



コインケース 



車検話入れ 


運転席アンダートレイ 


フタを引を出ず 



ツメを2力所押しなびら手前に引 

< 

取りはずすとさは、ボックスを持ち上 
げてはずします。 



室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


ル物入れ 


運転席サイドトレイ（パワースライドドア非装着車) 



196 


































































3-4. 収納装備の使いち 


ル物入れ 


フ□アトレイ 




A 警告 

■収納して はいけないちの 

• トレイ内に転びりやすいちのや凹面より高さびあるものを置かないでくださ 
し、。収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ 
りを険です。 

♦フタつ さや開閉でをるル物入れはおず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦コイン ケースなどのル物入れは絶対に灰皿として使用しないでください。タパ' 
コの乂などにより車両火災につなびるおそれびありを険です。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



白知識 _ 

■シースルーサンバイザー 



メッシュ部から光び入ってまぶしいとを 
は、サンバイヴーの角度をかえることで遮 
光することびでをます。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

か気温度計* 



口知識 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

■夕'!•気温表术 I しついて 

なの場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているときや、化速走行（約 20 km / h しツ下）のとき 
♦か気温度び急激に変化したとを（車庫、トンネルの出入り□付近など） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








































3-5. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


使用ずる電気製品は、必ず DC 12 V で合計び最大10 A (最大消費 
電力120 W ) じ TF の電気製品を使用してください。 



□知識 

■使用を件 

エンジンスイッチび " ACC ’’または" ON ’’のとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒュ ーズが切れるのを防ぐために 

必ず DC 12 V で最大 10 A (最大消費電力 120 W ) を超えないよラにしてくだ 
さぃ。 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

時計 


曰本標準電波を受信ずることにより自動的に時刻修正び行われ、正し 
い時刻を表おさせることができる時計でず。 



□ 時計 

且ク□ックボタン 


I 時刻を手動で設定ずる 

電波を受信でさないとさに時刻を修正したとさは、じ(下の手順で時刻の 
設定をずることびでさまず。 

なお、設定後に再び電波を受信ずると、電波により自動修正された時刻 
を表术します。 


巨画でク□ックボタンを約 ] 秒じ(上巧ず。 

"分’’表示び点滅し、時刻調整画面に切りかわります。 

EJMI 2 I "分"を設定ずる。 

-ク□ックボタンを巧すごとに、1分ずつ造みます。 

-ク□ックボタンを巧し続けると、早送りされます。 

111司約已秒間放置ずると、"時"表示び点滅し、"時"の設定画面 
に切0かわるので、"時"を設定ずる。 

-ク□ックボタンを巧すごとに、1時ずつ造みます。 

-ク□ックボタンを巧し続けると、早送りされます。 

1110設定び終了したら、約已秒じ(上放置ずる。 

現在時刻表示にわどります。 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


1" 時報に合わせる 

時報と同時にク□ックボタンを押して、すぐに手を離しまず。 

〇〜29分は切り下げ6れます。 

30〜已9分は切り上げられます。 

-正しい時間を表示させているとを 
1:日〇〜1: 29^1: 00 
1: 3日〜1:已9心：日0 

-正しい時間をず6して表示させているとを（已分進めている場合） 
1: 00〜1: 29->1: 0已 
1: 3日〜1:已9^2 :日已 


f 正しい時刻をず5して表示させたいとさ 

受信した時刻を常に補正して表示させることがでさます。 

巨 画で ク□ックボタンを約目秒じ (上 押す。 

表示び次のよラに切りかわります。 

-現在時刻表示^ "分’’表示の点滅^最終修正内容確認画面 

宜圆[司約6砂政 上 放置する。 

-"分’’表示が点滅し、補正時間の設定画面に切りかわ0ます。 

-すでに補正時間び設定されているとさは、その時間の表示が点滅します。 

因圆[司表示が点滅中に、補正したい時間を設定する。 

設定のしかたについては、 r 時刻を手動で詰をする I の お誦 2 し I 巧歷 131 の 
手順で行います。 

(例）已分進めるには「0:0引、已分遅らせるには n 1:已引にします。 

巨圆[。設定が終了したら、約已秒政 上 放置する。 


f 制限モード（電液時計）として使用ずるには 

表示時刻のずれが約10分未満のとをに電波を受信すると、正しい時刻 
に修正します。 

巨 画で ク□ックボタンを約12秒じ(上押す。 

修正履歴び表示され、制限モードに切りかわります。 

巨圆[司約 2] 秒政上放置する。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


(通常の時計として使巧ずるには 

巨祖五ク□ックボタンを約18砂じ(上（制限モード時は約12砂じ(上) 
巧す。 

表示び巧のよラに切りかわり、電波受信機能び停止します。 

-現在時刻表示^ "分’’表示の点滅^最終修正内容確認画面^ roFj 
巨画!]約日秒]ツ上放置ずる。 

■ちとにちどすには 

再びク□ックボタンを約12秒じ(上巧し続ける 

最終修正内容確認画面に切りかわり、電波時計にちどります。 

曰知識 

■電波 時計について 

♦電波時計は、駐車しているとを（エンジンスイッチび " LOCK " のとを） 
に電波を受信して時刻を自動修正します。 

-走行中は、電波を受信することはでをません。 

♦電波障害により誤った時刻を表示することびあります。その場合、制限モー 
ドで使用することをおすすめします。 

♦電波受信機能を停止して、通常の時計としてち使用でをます。 

■使用を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


■ 時刻の最終修正内容について 

電波時計として使用しているとを、現在表示されている時刻び電波により自動 
で修正されたか、手動で修正されたかを確認することびでをます。 

♦確認するとをは、クロックボタンを約己秒じ(上押します。 

-表示びなのよラに切りかわり、最終修正内容確認画面になります。 

現在時刻表示*> "分’’表示の点滅^最終修正内容確認画面 
-最終修正内容確認画面を表示でをるのは、約己秒間です。約己秒し:!上経 
過すると、時刻を補正するモードに切りかわります。 

自動修正履歴 

-過去日曰間し U 内に、電波による自動修 
正び行われたことを示します。 


-過去己曰間じ(内に、電波による自動修 
正び行われなかったことを示します。 


※は制限モード時の表示です 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


手動修正履歴 

-過去日曰間し U 内に、電波による自動修 
正び行われたあとに、手動で時刻調整 
び行われたことを示します。 


過去己曰間じ(内に、電波による自動修 
正び行われず、手動で時刻調整び行わ 
れたことを示します。 


※は制限モード時の表示です 



♦現在時刻表示にちどすとさは、最終修正内容確認画面のまま約1已砂しツ上放 
置することによって、現在時刻表示にちどります。 

■補正時刻のリセットについて 

電波受信機能を停止させると、電波を受信しているとを設定した補正時刻は U 
セツトされます。 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


■日本標準時電波について 

♦曰本標準時電波は、標準電波送信巧（福島県おおたかどや山標準電波送信 
所）から発信されています。 

-送信巧よ0遠ちの地域や気象条件などによっては、電波を受信しに<<な 
ることびあります。 



♦なのよラな電波を受信しに<い場所では、時刻の自動修正びでさない場合び 
あります。 

-地下駐車場-立体駐車場などの屋おの下に駐車しているとを 
-ビルの谷間や影になる場所に駐車しているとを 

■バッテリーを再接続したとさは 

お好みの時刻に時間を調整されていたとをは、設定されていた時間は解除され 
ます。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト* 


アームレストをいちばん下まで 
下げる。 


A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 







固定フック（クリップ）にフ〇 
アマット取〇付け巧をはめ込 
む。 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーをまねして、フ□アマッ 
卜を固定ずる。 

マークを化ず合わせてください。 


固定フック（クリップ）の形状はイラストと異なる場合びあります。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


A 警告 


し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しな 
い 

♦運転席 専用のフ□アマットを使用する 

♦固定 フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ〇 
アマットと干渉しないことを確認ずる 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■デッキアンダートレイ* 

FF 車のタイヤ/(ンク応急修理キット装着車 



FF 車の応急用タイヤ装着車、 4 WD 車のタイヤパンク応急修理キット 
装着車 



■デッキボックス 

FF 車のタイヤ/(ンク応急修理キット装着車 



デッキアンダートレイを取りは 
ずず。 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 








































































3-5. その他の室内装備の使い方 


■ デッキフック 



フックを使って荷物を固定ずる 
ことびでさまず。 


□知識 

■デッキフックについて 

セカンドシート後部のフックは、テ供専用シート固定用のトップテヴーアン 
力一です。トップテヴーアンカーとして使用する場合は、 P. 108を参照してく 
ださい。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 214 

内装の手入れ . 217 

タイヤについて . 220 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 224 

ガレージジャッキ . 226 

電球（バルブ）の交換 . 22日 

ヒューズの点検、交換 . 240 

キーの電池交換 . 246 

ウオッシャー液の補給 . 2已2 


エアコンフィルターの交換. 2已3 
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4-1. お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、む下の項目を実施ください。 


♦水を十分かけなび日車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下 
へ巧れを洗い落とず。 


♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ b かいちので洗ラ。 


• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
す。 

• 水をふさ取る。 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う。 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にな6ないとさは、車体の温度び 
をえているとを（およそ体温!;!下を目まとしてください。）にワックスをか 
ける。 


なお、ボディコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施行された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


□知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦洗車する前に、ドアミラーを格納してください。また、給油□びしっかりと 
閉まつていることを確認してください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


■高圧洗車機を使うときは 

♦室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近付けすざないでください。 

近付けすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ1」ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあります。 

■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるとさは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱<なりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A ま意 

■塗装の 努化や車体の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、巧粉、樹液、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール 保菅時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へな菅 
してください。 

■ライ トの清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、む下の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなちれを取る 

• スポンジや柔日かい布を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか日ミちれを落とし、固<絞ったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラすめた洗剤をやわ日かい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水を液までラすめたちのを使用してくださ 
い。 

• 真水をひたした布を固< しぼ0、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 


白知識 

■ 本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<なつため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 
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4-1. お手入れのしかた 


■力一ぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を ffl くよラに 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
おくのび最も効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。（一 P . 己己） 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 87) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死亡 
事故や重傷につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや難出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあ0ます。 

■ シート周辺のま意 

室内を掃除するとをや、シートの下に落としたものを拾5とをなど、シートの 
下に手を入れるとさは十分ま意してください。シートレール、シートの±台部 
分などにあた0、けびをするおそれびあ0ます。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色- シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
剤や酸またはアルカ U 性のを剤、染色剤、漂白剤などは使用しないでください。 

♦離 出しワックスや離出しク U- ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みを避けるために 

革の部分の損傷-消耗を避けるために、し U 下のことをお守り<ださい。 

♦革に つし)たほこりや砂はすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。特に夏場は曰陰で車をな管する。 

♦ビニール 製-プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないで < ださい。 

フ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の原因となった 
り、ボデーび鐘びるおそれびあ0ます。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引っかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命を延ばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を已,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）のち無 

■ タイヤ □ーテーシ ヨンのしかた 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして < ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検毎のタイヤ □ーテーシヨ ンを 
推奨します。 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 


■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


標準タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとをの空気圧 
kPa (k 旨/ cm う 

前輪 後輪 

17己/ 70R14 84S 

FF 車： 230 (2.3) 

4WD 車： 220 (2.2) 

18己/目 0R 1 己 84 H 

220 (2.2) 


スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとをの空気圧 
kPa (k 旨/ cm う 

T10 己/ 70D 1 巨 87 M 

420 (4.2) 

T12 己/ 70D16 96M 

420 (4.2) 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談 < ださい。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、死 t 事故や負傷に 
つなびるおそれびあります。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレツドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテツドタイヤ、バイアスプライタイヤを混在使 
用しないでください。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでくださ 
い。 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあ D ます。また、し i (下の事態になり、思わめ事故に 
なるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車び 横すべりする 

♦まの 本来の性能（燃費、車両の方向ま定性、制動距離など）び発揮されない 


吕吕吕 





4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■タイヤ 交換時のま意 



♦おず ナツトのテーノ 部を内側にして取 
り付けてください。テーパー部をが側に 
して取り付けると、ホイールび破損しは 
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらない 
ナツトを締めるとをにお要しツ上に締めつけられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部 
に付いている場合はふを取ってください。 


A を意 


I 走行中に空気漏れが起こつた 5 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

I 悪路走行に巧ずるま意 

凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


室内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットび少し浮さ上びりま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む。 


□知識 

■バッテリー端テをはずずとさは 

バッテ U - 端テをはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあ D ます。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂巧に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 


A ま意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 



ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラに注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるとさは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取り付けてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両び損傷したり、けびをずるおそれ 
がありまず。 

■ フ□ント側 
FF 車（前輪駆動） 




吕吕6 

































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ U ャ側 

FF 車（前輪駆動) 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

死こまたは重大な傷害のを険性を化下させるために、し U 下のことをお守りくだ 
さい。 



♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げてください。 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取り扱い説 
明書を十分に確認の上、使用して<ださい。 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しないでください。車両び落下するおそれ 
びあ0ます。 

♦ガレージ ジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしないで < ださい。 

♦ガレージ ジャッキおよび自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

♦平らで 硬い i 也面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを P にしてください。 

♦ガ レージジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しく取り付けてくださ 
い。 

ガレージジャッキを正しく取り付けずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦ま 内に柔員びいるとをは車両を持ち上げないでください。 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上下にちのを置かないでくださ 
し、。 


吕吕8 









4-2. 簡単な点検-部品交換 

電球（バルブ）の交換 


む下に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P. 31己） 

■ フ□ントのバルブ位置 
フ□ントフォグライト非装着車 




お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ リヤのバルブ位置 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


電球交換のしかた 


へッドライト （ A □ゲンバルブ*) 



コネクターとゴムカバーを取りは 
ずず。 


己 TO42CA011 



止め金をはずし、電球を取りはず 
す。 


固画回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ フ□ントフ オグ ライト* 



ボルトとク U ップを取りはずし、 
フェンダーライナーをめくる。 



ソケットを取りはずず。 


電球を取りはずず。 


nail 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■車幅巧 

フ□ントフオグライト非装着車 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず。 



りはずず。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


因!®司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 

■フ□ントち向指示な兼非常点滅巧 


フ□ントフォグライト巧 装着車 



BTO42CA013 



ボルトとク U ップを取りはずし、 
フェンダーライナーをめくる。 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず。 


巨画1]取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 


234 
























4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


フ□ントフオクライト装着車 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず。 


nai ] 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 

■後退巧、尾な、リヤち向指示な兼非常点滅な 



バックドアを開け、ライト本体を 
取りはずず。 

ボルト2本をはずし、ライト本体を 
後ちにスライドさせ取りはずします。 


お手入れのしかた 


23己 




















4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



ソケットを取りはずし、電巧を取 
りはずず。 


n 尾灯 

且 U ヤ方向指示打兼非常点滅な 
0後退な 


wmj ] 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 

■ 番号巧 



バックドアを開け、内張りを取り 
はずず。 


ソケットを取りはずし、電巧を取 
りはずず。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


固画回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 

■ その他の電球 

じ(下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 

• へッドライト（ディスチャージへッドライト） 

• サイド方向指示兼非常点滅灯 
• 制動な 

♦八イマウントストップライト 

曰知識 

■レンズ内の水滴と量り 

下のよラなとさは、トヨタ販売店にご巧談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
参ライト内に水びたまっている 

■ディスチャージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にちどると再点なします。 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配なかたは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 

■ A □ゲンへッドライト装着車のコムカバーを取り付けるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 

□ 3’ムカバー外周をしっかりとはめ込む 

0 ゴムカバー内周（電球周り）を全周にわ 
たり電球の金具部分び確認でさるまで押 
し込む 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ LED ライトについて 

制動な•八イマウントストップライトは数個の LED で構成されています。ちし 
LED びひとつでも点なしないとをは、トヨタ販売店で交換してください。 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消灯してください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 



♦プ □ジエクター式ディスチャージヘッド 
ライト装着車； 


へッドライト点な中および消な直後は 
へッドライト裏の金属部び高温となって 
いるため、さわらないで<ださい。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■デ イスチャージへッドライトについて 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点 好中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に3万ボルトの電圧び発生するため、感電により、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A ま意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認ください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ヒユーズの点検、交換 


ライトがつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

11113エンジンスイッチを "LOCK " にずる。 

固 画 回ヒューズボックスを開ける。 


エンジン ルー ム 



運転席 



ツメを押しなび日、カバーを持 
ち上げる。 

□ ヒューズボックス A 
曰ヒューズボックス巨* 


ル物入れを手前に引いてはず 
す。 

ヒューズラベルび、ル物入れに表 
示してあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


固画互故障の状況か日、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 242)で確認ずる。 

固画囚ヒューズび切れていないか点検ずる。 

n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換しま 
す。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


I ヒューズの 配置と負荷 

■エンジンルーム（ヒューズボックス A ) 



BTO42CA022 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

DOME 

ISA 

オーディオ、室内な 

2 

E 円 

20 A 

EFI システム 

3 

HORN 

ISA 

ホーン 

4 

AM 2 

30 A 

エンジンスイッチ 

5 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

6 

H-LP LH / 

H-LP LO LH 

15 A 

へッドライト 

7 

H-LP RH / 

H-LP LO RH 

1 己 A 

へッドライト 

8 

A/C 2 

7.5 A 

エアコン 


242 



















































































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


エンジンルーム（ヒューズボックス B ) 


/ N 


n n 

1 2 
u u 

V ノ 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

H-LP HI RH 

10 A 

へッドライト 

己 

H-LP HI LH 

10 A 

へッドライト 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


□ □□ □ 

C3〕 〔目〕〔10〕〔13〕 
C7D CUD CIO 
CO C8D 口 23 C15D 
C5D C9D 1=)Cien 


1 

=n _ r= 

r 

\ ^ -1 



■運輯席 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

MET 

7.5 A 

メーター 

2 

I/UP 

7.5 A 

EFI システム 

3 

GAUGE 

10 A 

後退な、パワーウインドウ 

4 

ACC 

ISA 

アクセヴ U —ソケット、 

電動式ドア5ラー 

己 

A.C 

7.5 A 

エアコン 

色 

DEF 

20 A 

U ヤウインドウデフォッガー 

7 

WIPER 

20 A 

ワィパ ー& ウォッシャー 

8 

EC 川 G 

7.5 A 

電動フアン、 ABS 、 エアコン 

9 

DEICER 

ISA 

フロントワイパーデアイサー 

10 

D/L 

2 己 A 

ドア□ック 

11 

ECU - 臣 

7.5 A 

スマートドア□ック、 

パワースライドドア 

12 

FOG 

ISA 

フ□ントフォグライト 

13 

TAIL 

10 A 

ま幅な、尾な、ま号な 

14 

P 0 WER 2 

20 A 

パワーウィンドウ 

1已 

HAZ 

10 A 

非常点滅灯、ち向指示な 

16 

STOP 

10 A 

制動な 


幽 


J 


n 

17 

U 

n 

18 

U 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


□知識 


I ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P . 229) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

I バッテリーか5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

17 

IG 2 

ISA 

EFI システム 

18 

ST 2 

10 A 

スッーター 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量!;(がのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒ ューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


お手入れのしかた 


24已 













4-2. 簡単な点検-部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 


■用意ずるちの 

• マイナス ドライバー 


♦ルさいプラスドライバー 


• U チウム電池 CR 201 己（ワイヤレスキー (4 ボタン、3ボタン、 
2ボタン）、パワースライドドアリモコン）、 CR 1220 (ワイヤ 
レスキー (1 ボタン)）、 CR 2032 (電モキー) 

■ 電池交換のしかた 
ワイヤレ スキー (4 ボタン） 



カパーをはずず。 



モジュールを取0出ず。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 




コインなどを使って、モジユー 
ルカバーをはずし消耗した電池 
を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
付けます。 


CTN42AE009 


Enm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 

ワイヤレスキー (3 ボタン、吕ボタン） 

^カバーをはずず。 

スク U ュー (1 本）をはずし、力 
ノ（一を矢印の方向に巧しなび6取 
りはずします。 




モジュールを取り出ず。 


お手入れのしかた 
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コインなどを使って、モジユー 
ルカノ（一をはずし消耗した電池 
を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
付けます。 


Enm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 


る。 

ワイヤレ スキー （1 ボタン) 



カパーをはずず。 

スク U ュー (1 本）をはずし、力 
ノ（一を矢印の方向に巧しなび6取 
りはずします。 


モジュールを取り出ず。 
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コインなどを使って、モジユー 
ルカバーをはずし消耗した電池 
を取0出ず。 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


inm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 

パワースライドドアリモコン 



カパーをはずず。 



電池を取り出ず。 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


固画回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付け 
る。 


お手入れのしかた 
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電子キー 




カパーをはずず。 


電池を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
付けます。 


固画回取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 


□知識 

■電池が消耗していると 

し i (下のよラな状態び起こります。 

♦スマートドア□ック機能、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池 CR 201 色（ワイヤレスキー (4 ボタン、3ボタン、2ボタン)、パ 
ワースライドドアリモコン）、 CR 1 220 (ワイヤレスキー (1 ボタン））、 
CR 2032 (電子キ ー) の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


吕已〇 
















4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おテさまにさねらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■交換 後、正常に機能させるために 

し i (下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、面れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 

• ドライバーにテーピングをしたり巧されをあててからはずしてください。 
カバーに傷びつくおそれびあります。 



た 







4-2. 簡単な点検-部品交換 

ウォッシャー液の補給 



ウォッシャー液び不足している 
とさは、ウォッシャーミ夜を補給し 
て < ださい。 


A 警告 

■ウ ォッシャーミ夜を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A ミち意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめち 

化要に応じて水でラすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウオッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 


吕已2 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 

エアコンフイルターの交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に交換してください。 

■交換のしかた 

lEHm エンジンスイッチを " LOCK " にずる。 

車検証入れをはずず。 

ツメ 2力所を下へ巧しなび5手前 
に引いて開さ、持ち上げてはずし 
ふ 9 〇 



BTO42CA039 



カノ（一を取0はずす。 



フィルターケースを取りはず 
す。 


お手入れのしかた 


2已3 
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フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換ずる。 

「下 UP 」 マークの矢印び上を向く 
よラに取り付けます。 


wme ] 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る。 


□知識 

■エアコンフィルターの交換について 

エアコンフィルターはし:!下の時期を目安に交換してください。 

30,000 km [ l 己,000 km ※ ] ごと 

※大都巿や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少' したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


A ま意 

■エアコンを 使用ずるときのま意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 


吕已4 






















トラブルび起をた 6 5 


己-1.まず初めに 

故障したとさは . 2已目 

非常点滅な . 2已7 

発炎筒 . 2已8 

けん引について . 260 

イベントデータレコーダー. 264 

日- 2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは . 266 

パンクしたとさは 
(応急用タイヤ装着車） ....... 270 

パンクしたとをは 
(タイヤパンク応急修理キット 

装着車) . 282 

エンジンが 

かからないとさは . 297 

シフト レバーが 

シフトでさないとさは ....... 298 

キーを無くしたとさは ......... 299 

パッテ U —び 

あびったとさは . 300 

オーバーヒートしたとさは. 304 

スタックしたとをは . 30曰 

車両を緊急停止するには ...... 307 
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已 -1 .まずネリめに 

巧障したとまは 


故障したときは速やかに下記の指示に従つてください。 



非常点滅なを点滅させなび5、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
(一 P . 2已 7) 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に巧 
6せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いてくださ 
い。（法的にち義務付け日れてい 
まず。） 



緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図しまず。（一 P . 2已 8) 


吕已6 





















日- 1 .まず初めに 

巧お点滅好 


事故や故障のとさなどにお使いください。 



スイツチを巧ずとずべての方向 
指示灯び点滅し、をラー度押ず 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 































已 -1 .まずネリめに 

発炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅！打と併用してお使いくださし、。 





助手席足元の発炎筒を取り出 
す。 


本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む。 


先端のフタを取り、ずり薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る。 


□知識 — 

■発炎筒の有効期限 

表示してあるち効期間び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 


2已8 
























A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

Li (下の場所では、発炎筒を使用しないで <ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 
■ 発炎筒の取り扱いについて 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 


トラプルび起さたら 
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已 -1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 


■けん引する前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 



車体に傷びつかないよラに□一 
プをけん引フックにかける。 

前造ち向でけん弓 I してください。 


□ープの中央に白い巧をつけ 
る。 

巧の大ささ： 

0.3 m 平ち （30 cm X 30 cm ) 
上 
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お till 3 1 けん弓 I される車両のエンジンをかける。 

エンジンびかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " にします。 

固圆1互けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除する。 

けん引中は、前の車の制動口にを意し□ープをたるませないよラにして 
ください。 


(けん引フックの取り付けかた 



マイナスドライバーとあて巧を 
使ってフタをはずず。 




けん引フックを巧に挿しこみ軽く 
締める。 





















5-1. まず初めに 



■他車をけん引ずる 

U ヤ側のけん引フックは、自車より軽い車をやむを得ず一般路上で□ープによ 
りけん引するとをに使用します。 

■けん引フックの収納位置 

一 P . 270, 283 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるとを 

指定の位置にしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかりと取り付けないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重 
大な傷害のおそれびあります。 

■車両を 運搬ずるときは 

車両を運搬するとをはしツ下のことを必ずお守りください。 

♦ FF まの場合は前輪、または4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 

♦4 WD 車の場合はおず4輪接地または4輪とち持ち上げた状態で運搬して<だ 
さい。 

駆動装置び焼を付をを起こした0、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 


吕已吕 





















A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦ けん弓 I を行5とをは細むのま意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなった D 、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

■他 車をけん引ずるとさは 

自車より重い車のけん引はでをません。自車より重い車をけん引しよラとする 
と、駆動系に悪影響を与えたり、けん引フックや車体び破損するおそれびあり 
ます。 


A ミち意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはし U 下のことを必ずお守りください。 

♦ワイヤー ロープは使用しない 
♦速度 30 km / h しツ下、距離80 km し U 内でけん引する 
♦前進ち 向でけん引する 
♦サスペンション 部などにロープをかけない 
■長い 下り坂でけん引ずるときは 
レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 


トラプルびおさたら 
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已 -1 .まず初めに 

イベントデータレ コーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムが正常に作動していることを診断 
ずるととちに、衝突のときや衝巧に近い状態のときのデータを記録ず 
るイベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


! 画記録ずるデー■夕 _ 

,, エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 

衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジン回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
参目力手席乗員の有無 

• 運転席および助手席乗員のシートベルト装着の有無 
参運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 


吕已4 









I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を LU 下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

• 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行ラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関などに提供ずる場合 






5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告'灯が点归または点滅したままの場合は、落ち着いてじ TF のように 
ご対処ください。点 I 灯•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー） X ’ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとさち点なします。解 
除後、消灯すれば正常です。 


《バーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

車まび已 km / h を超えると警告ブヴーび鳴ります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに停車してください。 

じ[下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を巧くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 


口 


巧電警告な 

-充電系統の異常 




油圧警告む 

•エンジンオイルの圧力異常 


— 


高水温警告む（赤色点滅時） 

-エンジン冷却水温の異常 


I "ただちに点検を受けて < ださい。 

LU 下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン 警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットル*の異常 

. オートマチックトランスミッション電モ制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー 警告 巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS &ブレーキアシスト 警告な 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

267 


トラプルび起さたら 














































5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告な名-警告内容 


@! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクト U ックパワーステアリング）の異常 




ディスチャージへッドライトオートレべリング警告な* 

-自動光軸調整システムの異常 


VSC 


VSC 警告巧* 

• VSC システム、 TRC システムの異常 


A 

(点灯） 


スリップ表示巧* 

- VSC システムの異常 
• TRC システムの異常 

( VSC - TRC 作動時は点滅します。 ^ P . 1已 0) 


□知識 

■パワーステアリング警告なについて 

電圧び低い、または低下した場合に点なすることびあります。 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なげ点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いと田ま、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置して < ださい。 

LU 下の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告巧び消灯ずるの 
を確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に開 
まっていない 

全ドアを閉める 


〇 

(点滅） 


燃料残量警告口 

燃料の残量（約目 L urn 

燃料を給油 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告む 
(警告ブザー）※ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


PASSENGER ‘ 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


&運転席-助手席シートベルト巧着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約20 km/h U 上になると警告ブ 
ヴーび30秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音び変わり90秒間鳴ります。 

白知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置<と、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあ D ます。 

♦座布団などを敷<と、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
友0ます。 
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トラプルび起さたら 


































5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（応急用タイヤ装着車) 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 吕20をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅な を 点滅させる 

■ 工具とジヤツキ位置 
FF 車 
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己- 2. 緊急時の対処法 


4 WD 車 

















5-2. 緊急時の対処法 


I ジャッキの取り出しかた 




目力手席を前方いっぱいまで移動さ 
せる。 


カノ（一を取りはずず。 


ジャッキを取0出ず。 
n 締める 
曰ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 


応急用タイヤの取り出しかた 


FF 車 





デツキボード、デツキアンダート 
レイをはずず。 



BT052CA007 



止め具をはずし、タイヤを取り出 
す。 



デッキボードを引さ起こし、工具 
袋を取り出ず。 
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トラプルび起さたら 































































5-2. 緊急時の対処法 



止め具をはずし、タイヤを取り出 
す。 


I パンクしたタイヤの交換 




輪止め X ’をずる。 


八ンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪5しろ 

ち側 

左側後輪ラしろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


* 輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ 
とびでをます。 

ホイールキャップをはずず。* 

傷びつくのを防ぐため、図のよラに巧 
などを巻いてな護してください。 

* スチールホイール のみ 
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5-2. 緊急時の対処法 



BTO52CA012 





ナツトをかし(約1回転)ゆるめる。 


ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける。 


タイヤび地面からかし離れるま 
で、車体を上げる。 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず。 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にする。 
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トラプルび起さたら 




































5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取 
る。 

ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれがあります。 


手順 


互タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 


仮締めする。 


スチールホイールか5スチールホイールにかえるとさ（応急用タイヤ 
を含む） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわ 
す。 


アルミホイールか5応急用タイヤにかえるとさ 
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5-2. 緊急時の対処法 


アルミホイールか5アルミホイールにかえるとき 




BTO52CA021 



BTO52CA022 


ナツトの座金がホイールにあたる 
までまわす。 


車体を下げる。 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける。 

締め付けトルク： 

103 N ■ m (10 已0 k 呂 f • cm ) 


ホイールキャップを取り付ける。* 
タイヤのバルブ（空気口）に切り欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取り付ける。 

* スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはでさません） 
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トラプルび起さたら 


































5-2. 緊急時の対処法 


na 固すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる。 

白知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 31己） 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
び友0ます。 

1;(下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでさないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし U 上に上げない 

♦まの 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよラ注意してくださ 
い。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

ケガを負ラを険を減らすため、下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには面れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N.m (10 已〇 kgf . cm ) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボルト やナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

♦ナッ トを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付けてくださ 
し、。 UP . 223) 

上記のことを守らないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や重傷 
を負ラ事故につなびるおそれびあ0ます。 

■パ ワースライドドア装着車のタイヤ交換について 

タイヤ交換などをする際は、パワースライドドアメインスイッチ（一 P . 36) を 
OFF にしてください。 OFF にしないと、誤ってバワースライドドアスイッチを 
操作したとさにスライドドアび動を、指や手などを挟んでけびをするおそれび 
あります。 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専巧になっているため、他のまには使用しないでください 
♦同時に 2つし:!上の応急用タイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください 
♦急 加速、急ブレーキ、急減を、急旋回は避けてください 
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トラプルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
び友0ます。 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両连度び検出でをない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあります。 

♦ABS& ブレーキアシスト 
• VSC * 

•TRC * 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばか0でな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4WD システム* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





己- 2. 緊急時の対処法 


A ま意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 
また、変巧や亀裂など損傷したホイールは使用しないで<ださい。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び低くなっています。段 
差を乗り越えるとをはご注意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪につけてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 






5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたときは（タイヤパンク応急修埋キット装着ま) 


タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤが搭載されて 
いません。 

タイヤがパンクしたとさにタイヤ/(ンク応急修理キットで応急修理 
ずることびできまず。舒やねじなどび刺さつた程度の軽度な/(ンクを 
応急修理できまず。（パンク補修液1本につき、応急修理できるタイ 
ヤは1本でず。）パンクしたタイヤの損傷状況により、応急修理キッ 
卜では応急修理できない場合びありまず。（一 P . 285) 

タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理-交換につ 
いては、トヨタ販売店にご相談ください。タイヤパンク応急修理キッ 
卜による応急修理は、一時的な処置でず。できるだけ早くタイヤを修 
理•交換してください。 

■ 応急修理する前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅なを点滅させる 
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5-2. 緊急時の対処法 


■タイヤパンク応急修理キットと工具、ジャッキの位置 



■タイヤパンク応急修理キットの內容、各部名称 
ボトル 
































5-2. 緊急時の対処法 


コンプレッサー 



BTO52CA051 


[応急修理キットの格納場所 



セカンドシート足元の助手席側フ 
□アボックス 
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5-2. 緊急時の対処法 


I "応急修理ずる前に 

応急修巧をする前に、タイヤ損傷の程度を確認ずる。 


釘やねじなどび刺さった場合のみ 
タイヤを応急修理してください。 

-タイヤに刺さっている釘やねじなど 
は抜かないでください。抜いてしま 
ラと巧び大をくなりすざ応急修理び 
出来なくなることびあります。 
•バンク補修液び漏れないよラにする 
ため、バンク箇所び分かっている場 
合は、バンク箇所び上になるよラに 
車両を移動してください。 

A ま意 

■応急修理 キットによる応急処置げ不可能な場合 

なのとをは、応急修理キットでは応急処置でをません。トヨタ販売店にご連絡 
<ださい。 

♦タイヤ 空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 
♦タイ ヤ側面など、接地面しソ外に巧や損傷びあるとを 
♦タイヤび ホイールから明らかにはずれているとを 
♦タイヤに 4mm し U 上の切り傷や刺し傷びあるとを 
♦ホイールび 破損しているとを 
• 2 本！; U: のタイヤびパンクしているとを 
♦ 1本のタイヤに2箇所し U 上の切り傷や刺し傷びあるとを 
♦補修 液の有効期限びをれているとを 
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トラプルびおさたら 









5-2. 緊急時の対処法 


(応急修理ずるときは 


巨画！]応急修理キットをカバーから取り出ず。 



パンクしたタイヤのバルブからバ 
) しブキヤツプを取りはずず。 



ボトルのホースから空気逃びし 
キャップを取りはずず。 

空気逃びしキャップは再度使用する 
ため、なくさないようにな管してくだ 
さい。 


ボトルのホースをパンクしたタイ 
ヤのバルブに接続する。 

ホース先端を時計まわりにまわして 
しっかりと最後までねじ込む。 
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己- 2. 緊急時の対処法 



コンプレッサーのスイッチび 
OFF であることを確認ずる。 


BTO52CA0S4 



コンプレッサーのゴム栓をはず 
す。 



コンプレッサーの電源プラグをア 
クセサ U —ソケットに挿し込む。 
( 一 P' 201) 





































5-2. 緊急時の対処法 



ボトルをコンプレッサーに接続ず 
る。 

しっかりと接続されているか確認し 
て < ださい。 


付属のラベル2枚を図のよラにそ 
れぞれ貼0付ける。 

ホイールのミちれや水分を十分にふを 
取ってからラベルを貼り付けてくだ 
さい。ラベルを P 占り付けることびでさ 
ない場合は、トヨタ販売店にてタイヤ 
を修理-交換するとをにノ（ンク補修液 
を入ミきであることを化ずお伝えくだ 
さい。 


288 
































己- 2. 緊急時の対処法 



タイヤの指定空気圧を確認ずる。 
運転席側の空気圧ラベルで確認する 
ことびでをます。（一 P. 221) 


のエンジンを始動ずる。 



コンプレッサーのスイッチを ON 
にし、パンク補修あと空気を充慎 
する。 


トラプルび起さたら 


9 

8 

2 






























5-2. 緊急時の対処法 


手順 



▼ 



▼ 

□ 



STY52AJZ16 


空気圧び指定空気圧になるまで空 
気を充慎ずる。 

n スイッチ ON 直後は、パンク補 
修あを注入ずるため、一時的に 
空気圧び上昇ずる 
曰1分程度りを温の場合は1已分 
程度）で実際の空気圧表おにな 
る 

且指定空気圧になるまで充慎ずる 

空気圧はコンプレッサーのスイッチ 
を OFF にして確認してください。空 
気の入れすざにを意して、指定空気圧 
になるまで充慎'確認をくりおしてく 
ださい。 

10分!;■(上(ほ温の場合は40分！;■(上） 
充慎してち指定空気圧にならない場 
合は、応急修理でをません。トヨタ版 
売店にご連絡ください。 

空気を入れすざたとさは、指定空気圧 
になるまで空気を巧いてください。 
(- >P. 2吕1、 P. 293) 


宜画因コンプレッサーのスイッチび OFF であることを確認した上で、 
アクセサ U — ソケットから電源プラグを抜く。ノ U しブからボトル 
の ホースを 取りはずず。 

ホースを取りはずすときにノ（ンク補修液び漏れる可能性びあります。 


手順 


回バルブキャップを応急修理したタイヤのバルブに取り付ける。 
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5-2. 緊急時の対処法 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取り付ける。 

空気逃びしキャップを取り付けない 
とバンク補修液び漏れ、お車びミちれる 
可能性びあります。 


回いったんボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルー 
ムに収納ずる。 

匹]タイヤ内のパンク補修あを巧等に広げるために、ただちに約 
已 km 、 速度 80 km / hLU 下で安全に走行ずる。 



走行後、ボトルの ホースから 空気 
逃びしキャップを取りはずし、再 
度応急修理キットを接続ずる。 


コンプレッサーのスイッチを数秒 
間 ON にし、 OFF にしてから空気 
圧を確認ずる。 

□ 空気圧び1 30 kpa 未満の場合： 
応急修理でさません。トヨタ販 
売店にご連絡 < ださい。 

□ 空気圧び] 30 kpa し U 上、指定空 
気圧未満の場合：宜画を]へ 
0 空気圧び指定空気圧（一 P . 
31 5) の場合: E3M22I へ 

回コンプレッサーのスイッチを ON にして指定空気圧まで空気を充 
慎し、再度約已 km 走行後にあらためて imi ] から実施ずる。 
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トラプルび起さたら 






































5-2. 緊急時の対処法 



ボトルのホース先端に空気逃がし 
キャップを取り付ける。 

空気逃がしキャップを取り付けない 
とパンク補修液が漏れ、お車がミちれる 
可能性があります。 


国画国ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルームに収納 
する。 


手順 


國急ブレーキ、急加速、急八ンドルを翻ブ、慎重に 80 km / hLU 下 


で運転してトヨタ販売店へ行をまず。 


タイヤの修理-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 


□知識 — 

■応急修理キットについて 

♦応急修理キットは自動車タイヤの空気充慎用です。 

♦パンク補修液には有効期限びあります。有効期限はボトルに表示されていま 
す。有効期限び切れる前に新しいボトルに交換してください。交換について 
はトヨタ販売店にご相談ください。 

♦ノ f ンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理できます。使用したバン 
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦か気温度び-30で〜日0でのとをに使用でをます。 

♦応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズし i (がの夕 
イヤや他の用途には使用しないでください。 

♦パンク補修液び巧服に付着するとシ5になる場合びあります。 

♦パンク補修液びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる 
おそれびあ D ます。めれた巧などで速やかにふを取ってください。 
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♦広急修理キット作動中は大をな音びしますび故障ではありません。 
♦タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないでください。 











5-2. 緊急時の対処法 


■空気を入れずざてしまつたときは 


E 3 IIM 1 I タイヤからボトルのホースを取りはずす。 



ボトルのホース先端に空気逃びしキャップ 
をかぶせ、キャップのま起部をタイヤのバ 
ルブに押しあて、空気を抜く。 


民画3 I ボトルのホースから空気逃びしキヤップを取りはずし、ホースを再接続 
する 


E 3 M 4 I コンプレッサーのスイ、ソチを数砂間 ON にし、 OFF にしてから空気圧 
を確認する。 

指定空気圧より低いとさは、再度コンプレッサーのスイッチを ON にし、 
指定空気圧になるまで空気を充慎して<ださい。 

■応急修理後のタイヤのバルブについて 

庇急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換してください。 

■応急修理キットの点検について 

ノ V ° ンク補修液の有効期限の確認は定期的に行つて < ださい。 

有効期限は容器に表示されています。 


A 警告 


■タイヤが パンクしているときは 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でちパンクしたタイヤで走行すると、走行不ま定となり、思わめ事故 
につなびるおそれびありを険です。また、タイヤ•ホイール•サスペンション • 
車体に損傷を与えるおそれびあります。パンクした状態で走行を続けると、夕 
イヤ側面に円周状の溝びでさる場合びあ0ます。この状態で応急修理キットを 
使用すると、タイヤび破裂するを険びあります。 
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トラプルび起さたら 


















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットはフロアボックスに収納してください。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび飛び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦応急修理 キットはお客様の車専用です。他の車には使わないで < ださい。他の 
車に使ラと思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦指定 タイヤサイズしツ外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク 補修液について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、ただちに医師の診察を受けて<ださい。 

♦ちし 目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ 
しんそれでち異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させて<ださい。 

♦走行 直後、ホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。 

走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性びあるため 
手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤを 車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続 
して < ださい。ホースの接続び不十分な場合、空気び漏れたり、パンク補修液 
び飛散した0するおそれびあ0ます。 

♦パンク 補修液ま入中にボトルのホースびはずれると、圧力でホースび暴れ大変 
を険です。 

♦空気 充慎後はボトルのホースを取りはずすとをや空気を抜くとさにパンク補 
修液び飛散する場合びあります。 

♦作業 手順に従って応急修理を行って<ださい。 

手順どお D に行わないとパンク補修液び噴出する場合びあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

♦破裂のを 険びあるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れて< 
ださい。タイヤに亀裂や変おび発生している場合、ただちにコンプレッサーの 
スイッチを切り、修理を中止してください。 

♦広 急修理キットは長時間作動させるとオーバーヒートする可能性びあります。 
60分し U 上連続で作動させないで < ださい。 

♦応急修理 キットび作動すると部分的に熱<な0ます。使用中または使用後の取 
0扱いにはま意して < ださい。ボトルとコンプレッサー接続箇所の金属部分は 
特に熱くなるので面れないでください。 

♦速度制限 シールは指定位置し:!がに貼らないで<ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限シールを貼ると、 SRS エアバッグ 
び正常に作動しなくなるおそれびあります。 

■補修 液を巧尊に広げるための運面について 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦なをで 慎重に運転してください。特にカーブや旋回時には注意してください。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、運転を中 
止し、なのことを確認してください。 

-タイヤを確認してください。タイヤびホイールからはずれている可能性び 
あります。 

-再度空気圧を測ってください。1 30 kpa 未満の場合はタイヤび大きなダ 
メージを受けている可能性びあります。 


295 


トラプルびおさたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A ま意 

■応急修理 ずるときは 

♦タイヤに 束にったま了やねじを取り除かずに応急修理を行ってください。取り除 
いてしまラと、応急修理キットでは応急修理びでをなくなる場合びあります。 

♦応急修理 キットには防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよ 
ラにして使用してください。 

♦砂地な どの砂埃のをい場所に直接置いて使用しないでください。砂埃などを吸 
い込むと、故障の原因となるおそれびあります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC 12 V 専用です。ほかの電源での使用はでをません。 

♦応急修理 キットにガソ U ンびかかると劣化するおそれびあります。ガソ U ンび 
かからないようにしてください。 

♦応急修理 キットは砂埃や水を避けて収納してください。 

♦応急修理 キットはフロアボックスに収納し、お子さまび誤って手をふれないよ 
ラご注意ください。 

♦分解、 改造などは絶対にしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え 
ないでください。故障の原因となるおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 125)に従っても、またステアリン 
グ□ックを解除（一 P .126) してちエンジンがかか5ないとさは、む 
下のことをご確認ください。 

■スターターは 正常にまわっているのにエンジンがかからない 

+ 日 A 

场 n 

じ(下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 12已）に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びありま 
ず。(一 P ' 84) 

■ スターターがゆっくりまわる/室巧 I 灯-へッドライトが暗い 
/ホーンの音がルさい、または鳴！5ない場合 

じ(下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 300) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターがまわ！5ない/室内な-へッドライトが点!口しな 
い/ホーンが鳴らない場台 

じ(下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 300) 

• ステア U ング□ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびねからないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかからな 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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トラブルび起さたら 



5-2. 緊急時の対処法 

シフトレ八一びシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ(下の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことがでさまず。 

leaitiii 1 1 パーキングブレーキをかける。 

エンジンスイッチを " ACC " にずる。 

お Ml 3 I ブ レーキ ペダルを踏む。 



シフト□ック解除ボタンを巧 
す。 

ボタンを巧しているあいだはレ 
バーをシフトでをます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーを巧くしたとをは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 

(一 P . 1 8) 



5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーびあがつたとをは 


バッテリーびあがった場合、じ TF の手順でエンジンを始動ずることが 
でさまず。 

ブースターケーブルのセットと ]2V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 



n ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ。 
曰赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のパ' ッテ U — 
の+端モにつなぐ。 

曰黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端子につなぐ。 
Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —から離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ。 
固祖司救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる。 

由 3M 3 1 ち車のエンジンをかける。 

エンジン警告なび点なしていないことを確認してください。 

固画囚自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず。 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■バッテリーあがり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあげりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオの電源を切って<だ 
さい。 

♦お蒲などで長時間止まっているとをは、不必要な量装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびったとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ1」一の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。車両を長期間放置すると、 
バッテ1」一びあびってエンジンを始動でさなくなるおそれびあります。（バッテ 
1」一は走行中に自動で充電されます） 


トラプルび起さたら 


如 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの弓 I 义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、し U 下のよラに乂や乂巧び発生するよラなことをしないでください。 

♦ブースター ケーフルは正しい端テまたは接続箇所し U がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは"+’’と"一’’の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、 Li (下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U - を取り扱うときはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 効 g • 車体 
につかないよラにする 

♦必要し U 上、顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付いたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の診断を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
• お子さまをノ（ッテ U —に近付けない 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分注意してください。 





5-2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 


固圆[で車を安全な場所に止め、ェアコンを止める。 

固画司ェンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる。 

蒸気び出ている場合： 

ェンジンを止める。蒸気び出なくなったら、注意してボン 
ネットを開け、ェンジンを再始動ずる。 

蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける。 

固画[互ラジェーターを却用のファンび作動しているか確認ずる。 
ファンび作動している場合： 

高水温警告巧び消灯してか b ェンジンを止める。 

ファンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる。 

ェンジンび十分に;ちえてから、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水漏れを点 
検ずる。 




;令却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる。 

をま P 水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給する。 
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早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 



















































己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■才ーバーヒートとは 

し i (下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温計警告なび赤色に点滅したり、エンジン出力び化下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になつているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかつているとさは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
し、。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱い5ちは ラジエーター キャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負ラおそれ 
び友 D ます。 


A ま意 

■冷却水を 入れるときのを意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友0ます。 
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トラプルびおさたら 









5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや故地、雪道などでタイヤが空區したり埋まり込んで動けな 
くなったときは1ソ下の方法で脱出してください。 

mm エンジンを止める。パーキングブレーキをかけシフトレバー 
を P にずる 

固画司タイヤの前後の±や雪を取0除<。 

固画互タイヤの下に木や石をあてびラ。 

16381141 エンジンを再始動ずる。 

固画の シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなびらアク 
セルを踏む。 


A 警告 

■脱出ず るときの警告 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にミ主意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


A ま意 

■ トランス5ッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させて < ださい。 

Enm ブレーキぺダ j レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルをくりおし踏まないでください。通常より強い力び化要 
となり、制動距離ち長くなります。 

IE 311121 シフトレバーを N に入れる。 

シフトレバーが N に入った場合 

HH ] 減速後、車を安全な道路協に停める。 

固 画] 互エンジンを停止ずる。 

シフトレパーび N に入5ない場合 

固圆1互ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 



エンジンスイッチを " ACC " に 
して、エンジンを停止ずる。 


固祖司車を安全な道路脇に停める。 


A 警告 


■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

♦ブ レーキの効きが悪くなると共に八ンドルが重くなるため、車のコント□-ル 
がしにくくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてく 
ださい。 

♦キーを 抜<と八ンドルが□ックされるため、キーは飽対に抜かないで<ださ 
い。 
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トラプルび起さたら 





















5-2. 緊急時の対処法 
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車両の仕様 
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6-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(油脂類の容量と銘柄） ....... 310 

6-2 カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 317 

6-3 初期設定 

初期設定び必要な項目 . 318 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の客量と銘柄) 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル-液類似下、「指定銘柄」 
といいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄に(がを使用される 
場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


I 燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

FF 車 

42 

4 WD 車 

4己 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 



容量 [ L ] 

慘考値） 

指定銘柄 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 0 W -20 
一 API SM ， EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 《• 

トヨタ純正モーターオイル SM 已 W -3 日 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -30 



トヨタ純正モーターオイル SM 1日 W -30 

一 API SM , EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 己 W -2 日 

—API SL , EC , SAE 己 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SL 1日 W -30 

—API SL , EC , SAE 1 OW -30 

3.4 

3.7 


※：日 W -20 は新車時に充廣されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 


車両の仕様 
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6-1 .仕様一! 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC . SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をご使用ください。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサッ 
ク認証）マークびついていまず。 



□ API マーク 

□ ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のオイルをご使用ください。 


だ 

く.， 

1 1 1 1 1 i 、 

SAE 0W— 20( 推奨 )& > 

1 1 1 1 1 1 { 

SAE 己 W— 20 > 

1 1 1 1 1 1 こ 

SAE 已 W— 30 、 



1 1 1 1 1 i で 

SAE 1 0W-30 > 


-30-20-10 0 10 呂〇 30 40 

か気温似 


BT0 6104005 


※： 0 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の已 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒冷時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 


• 已 W -30 の30は、オイル粘度の硬さをおしていまず。粘度の高いオイ 
ルは高速または重負荷走行に適していまず。 
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6-1 .仕様一! 


[17 ジ 1— 夕一 


指定銘柄 

容量 [ L ] 

暖考値） 

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度3日〇/〇 -12 て： 

濃度己日％ -3 己て： 

FF 車 

4.9 

4 WD 車 

4.3 


[才ートマチックトランスミッション 


指定銘柄 

駆動ち式 

容量 [ L ] (参考値*) 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

FF 車 

目.7 

トヨタ純正オートフルード T 一 ]V 

4 WD 車 

目.日 


* 容量は参考値です。交換び必要な際は卜3夕販売店にご相談<ださい。 


[リヤデイファレンシャル （4 WD 車) 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 85 W -90) 

0.5 


I トランスファー (4 WD 車) 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正ギヤオイルスーパー 
(API GL - 己 SAE 7己 VV - 目 0) 

0.9 


車両の仕様 
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6-1 .仕様一! 


I ブレーキ 

■ ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

已〇し U 上 


&エンジン回転時に490 N (已〇 kgf ) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力3日日 N (30.6 kgf ) のときのノツチ‘^数 

7〜1日 


& ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"という音)のことです。 


| vU ブドベルト 
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6-1 .仕様一! 


オツソヤ— 

容量 [ L ] (参考 値) 
2.5 


■タイヤ.ホイ—ル 


標準タイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤがをえているとさの空気圧 
kPa ( k 呂 /cm う 

前輪 後輪 

17 己/ 70 R 14 84 S 

14 X 己 1/2 JJ 

FF 車： 230 (2.3) 

4 WD 車： 220 (2.2) 

18 己/ 60 R 1 己 84 H 

15 X 5 1/2 JJ 

220 (2.2) 


スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤが冷えているとさの空気圧 
kPa (k 呂 /cm 气 

T 10 己/ 70 D 1 目 87 M 

16 X 4 T 

420 (4.2) 

T 125/70 D 16 96 M 

16 X 4 T 

420 (4.2) 
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[電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 



□ゲンへッドライト装着車 

(バルブタイプ： H 4) 

ディスチャージライト装着車 

(ディスチャージへッドライト） 

巨0/已己 


3己 


車幅な 

己 


フロントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

己己 

車外 

フ□ントち向指示兼非常点滅灯 

21 


サイドち向指示兼非常点滅な 

LED & 


1」ヤ方向指示兼非常点滅灯 

21 


制動な 

LED & 


尾灯 

己 


後退灯 

21 


八イマウントストップライト 

LED & 


番号灯 

己 


マップライト 

8 

車内 

ルームライト 

8 


ラゲージルームライト 

8 


* に D は丄 ight Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電モ素モです。 


I 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

NCP 81 G 

1 NZ-FE 
(1.已1_ガソ1」ン） 

FF (前輪駆動） 

NCP 85 G 

4 WD (4 輪駆動） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































己- 2 カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一質 


お車には、設定を変更ずることが可能な装備がついていまず。トヨタ 
販売店で作動などをご岳望の設定に変更ずることびでさまず。詳しく 
はトヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートドア 
□ツクシステム* 

(一 P ' 21) 

スマートドア□ック 

システム 

あ0 

なし 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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6。初期設定 

初期設定が必要な頃目 


む下の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを巧ったあと 
などに、システムを正しく働かせるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照 

パヮーウインドウ 

•パ‘ッテ U —の充電-交換後の再接続時 
-ヒューズ交換後 

P . 78 

パワースライドドア* 

■パ‘ッテ U —の充電-交換後の再接続時 
-ヒューズ交換媛 

P . 吕目 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








さ < いん 


略語一覧 . 320 

五十音順さくいん . 321 

症状別さくいん . 329 
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略ミ吾一覧 

アルフアベットお語一質 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A 巨 S 

アンチ□ックフレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECU 

エレクト U ックコント□—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコントロール 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 208 

アクセサリーソケット . 201 

アッパーボックス . 190 

アンチ□ックブレーキシステム 

(A 巨 S). 149 

アンテナ . 184 

0イグこッションスイッチ . 125 

イベントデータレコーダー 

(EDR). 264 

イルミネーテッドエントリー 

システム . 186 

インナーミラー . 74 

をゥィンヵ- 

W 数 . 31目 

スイッチ . 131 

電球の交換 . 234, 23曰 

ウィンドウ 

ウオツシヤー . 14已， ] 47 

パワーウィンドウ . 77 

U ヤウィンドウ 

デフ オッガー . 172 

ウインドウ□ックスイッチ . 77 

ウオーニングライト . 266 

ウオツシヤー 

液の補給. . 252 

スィッチ . 14已，147 

タンク容量 . 31曰 

冬の前の準備-点検 .] 已4 

運転 

寒;令時の運転 . 1已4 

正しい姿勢 . 85 

手順 . 116 

運転席アンダートレイ . 19已 

運転席サイドトレイ . 196 


運転席シートベルト 
非着用警告灯 . 269 

巧 n： ァコン 

才ートエアコン . 1色已 

フィルターの交換 . 2已3 

7ニユアルエアコン . 160 

エァバッグ 

SRS エァバッグ..……. . 87 

一般的な警苦 ... 白2 

お子さまのためのま意 . 92 

改造-分解…... .. 94 

警告好 . 267 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 93 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 88 

作動条件 . 88 

正しい姿勢 . 8已 

配置 . 87 

エレクトリックパワー 

ステアリング . 14白 

エンジン 

イグニッシヨンスイッチ ........ 12已 

エンジン回転計 

(タコ^—夕 一）. 134 

エンジンびかからない.… ........ 297 

エンジン警告好 . 267 

エンジンスイッチ . 12已 

オーバーヒート . 304 

かけ方 . 12已 

ボンネット . 224 
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五十音順さ < いん 


日キ 

エンジンスイッチ ....... 

キー .. . . 

キーナンパ’一……… ..... 
キーレスエントリー… 

キーを 無くした . 

電子 キー . 

電池び切れた . 

ワイヤレスドア□ック 
給油口 ... 


お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 77 

エアバッグに関する警告 . 92 

お子さまのシートベルト 

着用 . 70 

シートベルトに関する警告 ....... 71 

チャイルドシート . 105 

チャイルドシートの固定 ........ 105 

チャイルドプ□テクター . 36 

キーの電池に関する警告 ........ 2已1 

バッテ U —に関する警告 ........ 302 

パワーウインドウに 

関する警告 ... 79 

オドメーター . 135 

囚 が気温表示 . 200 

カスタマイズ機能 . 317 

ガソリンスタンドでの情報 . 332 

カップ ホル ター . 192 

ガレージジャッキ . 226 


エンジンイモビライザー 

システム . 84 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 .] 已4 

容量 . 311 

巧 応急用タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 315 

スペアタイヤ... . 270 

オーディオ 

アンテナ…… . 184 

オーディオ . 174 

CD プレーヤー . 178 

調整 . 183 

ラジオ . 176 

オートマチックトランスミッション 
オートマチックトランス 
S ッション . 128 

シフトレバーび 

シフトでさない . 2曰8 

オートレべリングシステム . 143 

才ーパーヒート（エンジン） ....... 304 

オープナー 

給油口.…. . 80 

ボンネツ h..... 224 


已88898680 
211291428 


2 


2 
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五十音順さ < いん 


緊急時の巧処 

エンジンがかからない . 

オーバーヒートした . 

キーを 無くした . 

警告阿びついた . 

けん引 . 

車両を緊急停止する . 

シフトレバーび 

シフトでさない . 

スタックした .... 

発炎筒 . 

パッテ U —びあがった………… 
パンクした.. .................. 27日， 

B 空気圧（タイヤ） . 

区間距離計 . 

0計器 

メーター . 

メーター照度調整 . 


警告灯 

SRS エアノ（ック' ... 267 

VSC 警告灯 . 268 

アンチ□ックブレーキ 

システム ( ABS). 267 

エンジン . 267 

高水温警告灯 . 267 

シートベルト非着用 . 269 

充電 . 267 

ディスチャージへッドライト 

才ートレべリング...... . 268 

燃料残量 ... 2目白 

パワーステアリング..… . 268 

半ドア警告好.... . 269 

プ U テンシヨナー . 267 

ブレーキ . 26目 

ブレーキアシスト . 267 

油圧警告灯 . 267 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 269 

キー抜を忘れ防止 . 126 

ブレーキ ... 266 

ライト消し忘れ . 143 

化粧用（バニティ）ミラー . 199 

けん引 . 260 

M コインケース . 1曰已 

交換 

キーの電池 . 24日 

タィヤ . 27日 

電球 . 22曰 

ヒューズ . 240 

工具 . 270 



2白7 

304 

2白吕 

26色 

260 

307 

298 

306 

2已8 

300 

282 

31已 

13已 

134 

136 
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五十音順さ < いん 


後退灯 

W 数 .. 

電球の交換 ........ 

目ヴ仆ェァバッグ.. 

ヴイドち向指示灯 

W 数 . 

レバー . 

ヴードシート 

調整 . 

サンバイザー . 

ロ シ-卜 

サードシート.… 

シートアレンジ 
セカンドシート 
正しい姿勢 ........ 

チャイルドシートの固定 

調整 . 

調整に関する警告 . 

手入れ . 

フ□ントシート . 

へツドレスト..……… ........ 

シートベルト 

お子さまの着用..…… ....... 

緊急時シートベルト 

固定機構 .... 

シートベルト警告な ....... 

シートベルト 
プ U テンシヨナー . 

清掃•手入れ . 

正しい着用 . 

チャイルドシートの固定 

調整 . 

妊娠中のかたの着用 ....... 


室内灯 

W 数 . 316 

スイッチ . 186 

シフトレバー 

オートマチックトランス 

S ッシヨン . 128 

シフトレバーび 

シフトでをない . 2曰8 

シフト□ックシステム . 298 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 226 

タイヤ交換….. . 270 

ジャッキ八ンドル . 270 

車検証入れ . 195 

車幅灯 

W 数 . 316 

電球の交換 . 233 

ライトスイッチ . 141 

車両型式 . 316 

車両仕様 . 310 

収納装備 . 188 

財]手席シートアンダートレイ ...... 190 

財]手席ワイドフリーラック . 196 

財]手席シートベルト 
非着用警告灯 . 269 

巧 スイッチ 

イグニッシヨンスイッチ ........ 125 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 77 

エンジンスイッチ . 125 

ドア□ックスイッチ . 32 

パワーウインドウスイッチ ....... 77 

フォグライトスイッチ . 144 

ライトスイッチ . 141 

ワイパー&ゥォッシャー 
スイッチ ... 145 


6己 7 61 48 470已己9979已 〇 09 
13 8 1 3 己9 5558044145 7 7 6 
3 p _ .. 3 _— _— — ""2"" 2 


9 8 6 5 6 0 
6 1 6 0 6 7 
2 
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五十音順さ < いん 


乂夕一夕一 

エンジンの始動 . 12已 

スターターびまね5ない ........ 297 

スタック 

スタックした . 306 

ステア U ングホイール 

調整 . 73 

スピードメーター . 134 

スペアタイヤ （応急 巧タイヤ） 

空気圧 . 31已 

スペアタイヤ . 270 



速度計 . 134 

タイヤ 

空気圧 . 31已 

交換 . 270 

スペアタイヤ . 27日 

チェーン . 1已4 

点検 . 220 

パンクした..… . 270 

冬用タイヤ….. .] 已4 

□ーテーシ ヨン . 220 


スペック . 310 

スマートドア□ックシステム 

ドアの施錠-解錠 . 22 

スライドドア 

イージーク□-ヴー . 37 

J のースラィ ドドア . 3己 

巧清掃 

外装 . 214 


タイヤパンク 応急修理 キット ...... 282 

タコ メーター . 134 

巧 チェ-ン（タイヤチェ-ン） ........ 154 

チャイルドシート 

に日 FIX パーでの固定 . 108 

シートベルトでの固定 . 106 

チャイルドプ□テクター . 36 

駐車 ブレーキ . 132 


シー I - ベル . 218 

内装 . 21 

制動灯 

W 数 . 31 


8 

：1 


ツール （工具）. 


手入れ 


セカンドシート 


外装… . 

ヴードシートへの柔〇降り. 

.….已1 

シートベルト . 

積算距離計 . 

.. 13已 

腿 . 

綿 . 

..214 

テールランプ 

前照灯 


W 数 . 

W 数 . 

..316 

スイッチ . 

スイッチ_ 

__ 141 

電球の交換 . 

ディスチャージへッドライトに 

デッキアンダートレイ . 

関する警告 . 

..239 

デッキサイドポケット . 

雷城のを悔 .. _____________ .. 

.. P 31 

デッキフック . 


デッキボックス . 


.270 


.214 

.218 

.217 

.316 
.141 
.33 已 

.21 1 
.1 白7 
.212 
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五十音順さ < いん 


電球 

W 数 ... 316 

交換 . 229 

電子キー 

電池び切れた . 24目 

白ドァ 

ドアガラス . 77 

ドアミラー . 7已 

ドアロック………. . 32 

ドアガラス . 77 

ドアミラー 

調整 ....75 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 84 

時計 . 202 

トラクシヨンコント□ール . 149 

トリップメーター . 13已 

因荷物 

積むとさのま意 .] 已2 

[g mm 

平均燃費 ... 136 

燃料 

ガソリンスタン ドでの情報.... 332 

給油..… . 80 

種類 . 310 

燃料計 . 134 

容量 . 310 

巧 パ-キングブレ-キ . 132 

発炎筒 . 2已8 


バックアップライト 

W 数 . 316 

電球の交換 . 23已 

バックドァ . 45 

パッテリー 

バッテ U — があびった . 300 

冬の前の準備点検 . 1已4 

バニティ（化粧用）ミラー . 199 

バルブ 

W 数 ..........316 

交換 . 229 

パヮーゥィンドゥ . 77 

パワースライドドア . 3 已 

パンク 

パンクした . 27日 

タイヤパンク応急修理キット 

. 282 

番号丹 

W 数 . 316 

電球の交換 . 23日 

八ンドル 

調整 . …………73 

巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□ール . 14 白 

ヒーター 

オートエアコン… .] 目已 

マニュアルエアコン . 160 

尾打 

W 数 . 316 

スイッチ . 141 

電球の交換 . 23已 

ヒューズ . 240 

表示灯 . 138 
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五十音順さ < いん 


フォグライト 

W 数 ... 316 

スイッチ . 144 

電球の交換 . 232 

フック 

けん弓 I フック . 260 

デッキフック . 212 

冬用タイヤ . 1已4 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 132 

ブレーキ付近か5 

キーキー音が聞こえる . 123 

ブレーキアシスト . 149 

フ□アトレイ . 197 

フ□ァマット . 209 

フ□アボックス . 193 

フ□ントシート 

調整 . 49 

フ□ントち向指示灯 

W 数 . 31目 

電球の交換 . 234 

レバー . 131 

フ□ントフオグライト 

W 数.… . 316 

スイッチ ... 144 

電球の交換 . 232 

フ□ントワイパーデアイサー ..... 173 

Q 平壊費 . 136 

へツドライト 


へッドレスト 

調整 . …已已 

巧 ホイール . 220 

ち向指示打 

W 数 . 316 

スイッチ . 131 

電球の交換 .234. 23已 

ボトルホルター . 193 

ボンネット . 224 

曰 7ップライト 

スイッチ . 186 

W 数 . 316 

マルチボックス . 194 

職ミラ- 

インナー S ラー . 74 

ドア S ラー . 7已 

バニティ（化粧用）ミラー… .1 目日 

ra メ—夕 — （計器） 

メータ ー.. 134 

方ーター照度調整 . 136 

メンテナンス 

方ンテナンスデータ..… . 310 

巧 ユ-ザ-カスタ7イズ . 317 


W 数 . 31目 

手動光軸調整ダイヤル . 142 

スイッチ . 141 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 239 

電球の交換 . 231 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 143 
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五十音順さ < いん 


H ラィト 

W 数 ..... 316 

室内打 .] 8已 

電球の交換 . 22白 

フオグライト . 144 

へッドライト . 141 

方向指示灯 . 131 

マップライト . 186 

ルームライト . 187 

ラゲージルームライト . 187 

ラゲージルームライト 

W 数 ... 316 

作動について . 4已 

B U ャ方向指示灯 

W 数 . 31目 

レバー . 131 

電球の交換 . 23己 

回 ル-ムラ仆 

W 数 . 316 

ra 冷却* 

をの前の準備-点検….. .] 已4 

容量 . 313 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート… ..... 304 
fa ヮィパ- 

スイッチ . ]4已 

ワイパーデアイヴー . 173 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 246 

U モコン ... 28 
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症状別さくいん 

症が別を<いん 


タイヤびパンクした 


P .27 日 
P .282 


バンクしたと去は 


エンジンびかか6ない 


P .297 

エンジンびかか5ないとさは 

P . 84 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .3 日日 

八‘ッテ U —があがったとさは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


高水温警告打び点滅した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを 無<した 


八'ッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .299 

キーを無くしたとさは 


P .3 日日 

パッテ U - びあがったとさは 


P .21 

P .28 

P .32 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .3 日日 

スタックしたとさは 


警告阿び点灯、点滅した \ 

P . 266 

警告打びついたとさは 
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症状別さくいん 



■警告打一覧 


(©) 

ブレーキ警告口 

P . 266 

(©) 

ABS & ブレーキアシ 
スト警告な P . 267 

〇 

燃料残量警告打 

P . 269 

が 

SRS エアバッグ/プリテン 
シヨナー警告打 P . 267 

り 

エンジン警告口 

P . 267 


油圧警告打 

P . 267 

を 

半ドア警告な 

P . 269 


ス U ップ表术灯 

P . 268 


ぶ 

運転席シートベルト非着 
用警告な P . 269 

PASSENGER 

助手席シートベルト非着 
用警告な P . 269 

0! 

パワーステアリング 
警告口 P . 268 

己 

充電警告口 

P . 267 


デイスチヤ-ジヘッドラ仆才- 
トレべリング警告打 P . 268 

よ' 

高水温警告な 

P . 267 

VSC 

VSC 警告な 

P . 268 
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症状別さ < いん 


警告音び鳴った 、 

■警告なの点な、点滅を確認< ださい。 

♦警告巧び点灯、点滅している（一 P . 26 日） 

■警告打の点灯、点滅びないとさ、または車がで警告音び鳴った 
とさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P . 126 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 130 

ブレーキを踏んだとを 

P . 123 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


総由 □ 


P . 224 P . 80 



燃料の容量 
(参考値） 

FF 車： 42 L 

4 WD 車： 4已 L 

燃料の種類 

無鈴レギュラーガソ1」ン 

P . 81.310 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

P . 31已 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時： 3.4 L 
オイルとフィルター交換時： 3.7 L 

エンジンオイルの 

種類 

(参考値） 

トヨタ純正モーターオイル 

- SM 0 W -20 ( A 円 SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 0 W -20) 

- SM 5 W -30 ( A 円 SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 5 W -30) 

- SM ]0 W -3 日 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 1 OW - 
3 日） 

- SL 已 W -2 日 （ A 円 SL 、 EC、SAE 已 W -3 日） 

- SL ] 日 W -30( A 円 S し EC、SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式を社お客様相談センター 
を国共通 ■ フ U — コール 

爲 0800-700-7700 

オープン持間 365 日目 ： 00-18:00 


所在地〒做]- 0002 を古屋巿中巧区名駅四 T 目1日の27 
第二豊田ビル西館7階 

r 個人情報保護方針」については、 
http: //WWW. toyota.co. j p にて掲載しております。 
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